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平成２６年陸別町議会３月定例会会議録（第３号）

招 集 の 場 所 陸 別 町 役 場 議 場

開 閉 会 日 時 開会 平成26年３月13日 午前10時00分 議 長 宮 川 寛

及 び 宣 告 閉会 平成26年３月13日 午後３時31分 議 長 宮 川 寛

応（不応）招議 議席 出席等 議席 出席等
員 及 び 出 席 並 氏 名 氏 名
び に 欠 席 議 員 番号 の 別 番号 の 別

出席 ７人 １ 本 田 学 ○ ８ 宮 川 寛 ○

欠席 １人 ２ 古 田 英 一 ○

凡例 ３ 多 胡 裕 司 ○

○ ４ 野 尻 秀 隆 ○出席を示す

▲ ５ 七 戸 一 登 ▲欠席を示す

× ６ 村 松 正 敏 ○不応招を示す

公▲○ ７ 河 瀬 洋 美 ○公務欠席を示す

会議録署名議員 本 田 学 古 田 英 一

職務のため議場に 事務局長 書 記
出席した者の職氏名 吉 田 功 吉 田 利 之

町 長 金 澤 紘 一 教 育 委 員 長 石 橋 勉法第１２１条の規定

監 査 委 員 飯 尾 清 多 胡 裕 司により出席した者の 農業委員会長（議員兼職）

職氏名

副 町 長 佐 々 木 敏 治 会 計 管 理 者 芳 賀 均町長の委任を受けて

総 務 課 長 高 橋 豊 町 民 課 長 朝 日 大 二出席した者の職氏名

産 業 振 興 課 長 副 島 俊 樹 建 設 課 長 小 栗 幹 夫

早 坂 政 志 早 坂 政 志保健福祉センター次長 国保関寛斎診療所事務長

総 務 課 主 幹 空 井 猛 壽

教 育 長 野 下 純 一 教 委 次 長 有 田 勝 彦教育委員長の委任を

受けて出席した者の

職氏名

農 委 事 務 局 長 棟 方 勝 則農業委員会会長の

委任を受けて出席し

た者の職氏名

議 事 日 程 別紙のとおり

会 議 に 付 し た 事 件 別紙のとおり

会 議 の 経 過 別紙のとおり
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◎議事日程

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議 案 第 ２ ０ 号 平成２６年度陸別町一般会計予算

３ 議 案 第 ２ １ 号 平成２６年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算

平成２６年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
４ 議 案 第 ２ ２ 号

予算

５ 議 案 第 ２ ３ 号 平成２６年度陸別町簡易水道事業特別会計予算

６ 議 案 第 ２ ４ 号 平成２６年度陸別町公共下水道事業特別会計予算

７ 議 案 第 ２ ５ 号 平成２６年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算

８ 議 案 第 ２ ６ 号 平成２６年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算

◎会議に付した事件

議事日程のとおり
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開議 午前１０時００分

────────────────────────────────────

◎開議宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 七戸議員より、欠席する旨の届け出がありました。

これより、本日の会議を開きます。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、１番本田議員、２番古田議員を指名します。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 議案第２０号平成２６年度陸別町一般会計予算

◎日程第３ 議案第２１号平成２６年度陸別町国民健康保険

事業勘定特別会計予算

◎日程第４ 議案第２２号平成２６年度陸別町国民健康保険

直営診療施設勘定特別会計予算

◎日程第５ 議案第２３号平成２６年度陸別町簡易水道事業

特別会計予算

◎日程第６ 議案第２４号平成２６年度陸別町公共下水道事

業特別会計予算

◎日程第７ 議案第２５号平成２６年度陸別町介護保険事業

勘定特別会計予算

◎日程第８ 議案第２６号平成２６年度陸別町後期高齢者医

療特別会計予算

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） 日程第２ 議案第２０号平成２６年度陸別町一般会計予算から日

程第８ 議案第２６号平成２６年度陸別町後期高齢者医療特別会計予算まで、７件を一括

議題とします。

提案理由の説明を求めます。

金澤町長。

○町長（金澤紘一君）〔登壇〕 議案第２０号平成２６年度陸別町一般会計予算について

でございますが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４３億６５１万２,０００円

と定めるものでございます。

続きまして、議案第２１号平成２６年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計予算につ

いてでございますが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億２,２５５万円と定
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めるものでございます。

続きまして、議案第２２号平成２６年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計

予算についてでございますが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４億１,８８７

万９,０００円と定めるものでございます。

続きまして、議案第２３号平成２６年度陸別町簡易水道事業特別会計予算についてでご

ざいますが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億３８２万８,０００円とする

ものでございます。

議案第２４号平成２６年度陸別町公共下水道事業特別会計予算についてでございます

が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億８３２万４,０００円と定めるもので

ございます。

続きまして、議案第２５号平成２６年度陸別町介護保険事業勘定特別会計予算について

でございますが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億５,３０２万円と定める

ものでございます。

議案第２６号平成２６年度陸別町後期高齢者医療特別会計の予算についてでございます

が、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４,０６８万７,０００円と定めるものでご

ざいます。

以上、議案第２０号から議案第２６号まで、７件一括提案を申し上げたいと存じます。

内容につきましては、副町長のほうから説明をいたしますので、御審議のほどをよろし

くお願い申し上げます。

○議長（宮川 寛君） 佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第２０号から議案第２６号まで、一括説明を

させていただきます。

なお、一般会計及び各特別会計で、人件費、交際費を除く歳出全般について、消費税が

４月から５％から８％に引き上がるということで、概算ですけれども、おおむね５,６０

０万円程度の影響が出ております。

それでは、議案第２０号平成２６年度陸別町の一般会計予算は、次に定めるところによ

る。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

債務負担行為。

第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間及

び限度額は、「第２表債務負担行為」による。

地方債。

第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表地方債」による。



― 5 ―

一時借入金。

第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、１０億円と定める。

歳出予算の流用。

第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る

予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

それでは、まず最初に、資料のナンバー２２をお開きいただきたいと思います。

資料のナンバー２２は、平成２６年度の一般会計における各課別の歳入歳出予算資料で

あります。

平成２６年度と平成２５年度と書いておりますが、平成２６年度について説明を申し上

げます。

まず、総務課につきましては、歳入が３０億１,０１４万１,０００円で、歳出の総額が

２１億４,５０８万円であります。この差し引き８億６,５０６万１,０００円の歳入があ

ると、そういうことです。

それから、町民課につきましては、歳入総額が３億６,３６９万４,０００円で、歳出が

２億４,７６３万７,０００円、差し引き１億１,６０５万７,０００円の歳入があるという

ことです。

それから、保健福祉センターから農業委員会までは、歳入については特定財源となりま

す。

まず、保健福祉センターの歳入ですが、１億６,１３５万４,０００円、歳出が３億２,

４４５万３,０００円で、マイナスの１億６,３０９万９,０００円。

それから、産業振興課ですが、歳入が４億１,３６７万円で歳出が６億２,８４０万７,

０００円、２億１,４７３万７,０００円の歳入が不足していると。

建設課につきましては、歳入が１億５,２０１万円、歳出が３億３,１４１万６,０００

円で、１億７,９４０万６,０００円の歳入の不足。

教育委員会は、２億９５万３,０００円の歳入、歳出が５億７,８１０万２,０００円、

差し引き３億７,７１４万９,０００円の歳入不足。

農業委員会につきましては、４６９万円の歳入、歳出が７６４万８,０００円で、２９

５万８,０００円の歳入不足。

議会、監査、選挙管理委員会については、歳入がございませんので、歳出がそのままに

なります。

合わせて、歳入４３億６５１万２,０００円、歳出が４３億６５１万２,０００円で、歳

入歳出差し引きゼロという一般会計の各課別の予算になります。

それで、下に１、２、３とありますが、まず１点目は、歳入歳出の差引額は、総務課、
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町民課分は一般財源が主なもの。つまり、総務課でいけば普通交付税ですとか、そういう

国の剰与金関係が入ってくると。それから、町民課につきましては、町税関係が入ってく

ると。そういった分で歳入がふえているということになります。

それから、２点目は、歳入の主な基金繰入金は、全て総務課で計上しております。

それから、３点目の歳出ですが、総務課において、特別職、一般職の人件費、それから

基金積立金、特別会計繰出金、消防費、公債費などを含んでおります。

それから、教育委員会においては、給食センター、仮称ですけれども、建設に係る歳出

の予算を計上しているという内容になります。

それでは、予算書の歳出、３５ページをお開きください。

３、歳出でありますけれども、各科目ごとに報酬から給料、手当、共済費、これらにつ

いては給与費明細書として１５１ページから１５６ページにありますので、後ほどごらん

をいただきたいと思います。

それから、昨年４月１日に人事異動がありましたので、職員の給料、手当関係、共済費

で、各科目においても増減がございます。

それから、資料ナンバー６７に各科目ごとの人件費計上、職員数の資料がございますの

で、それを後でごらんをいただきたいと思います。

それから、平成２６年度の主要事業については、予算書の１６１ページから１６６ペー

ジまでありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それでは、説明させていただきます。

１款議会費１項議会費１目議会費。議会費は、今年度５,８０１万７,０００円の予算で

あります。前年度と比較しますと７９万２,０００円の増でありますけれども、主なもの

は議員共済費から旅費関係、使用料、賃借料の増と。議会費については、職員の人件費、

それから議員の報酬、議会の活動にかかわる予算を計上しております。

３７ページに行きます。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費。一般管理費は、今年度２億４,６７０万５,

０００円で、前年比１,０９１万５,０００円の増となっております。まず、これは昨年の

４月１日で人事異動による職員人件費がふえております。それと職員採用１名、４月１日

にしますので、その人件費分がふえていると。それから、もう一つ、負担金補助及び交付

金の中で、北海道情報システム協議会の分が１,１１８万２,０００円ほどふえておりま

す。それらが主な要因となります。

２節給料、３節職員手当、それから、次のページの４節共済費、ここまでは職員の人件

費、特別職の人件費関係を計上しております。７節賃金、これは、事務職員１名分と臨時

職員の賃金を計上しております。それから、９節旅費、１０節交際費、１１節需用費、そ

れから１２節役務費、１３節委託料、１４節使用料及び賃借料までは例年どおりの予算計

上となっております。それから、１８節備品購入費で、今年度は５万円でありますけれど

も、ここで前年と比較すると４８６万８,０００円ほど減額になっておりますが、これ
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は、昨年度、ＷｉｎｄｏｗｓをＸＰから７に、パソコンが４月から使えないということ

で、その分の減額が大きなもの、それと、もう一つはパスポートを発行する機器の減額も

ございます。

それから、１９節負担金補助及び交付金で３,０２０万２,０００円、前年度から見ると

１,１２１万８,０００円ほどふえておりますが、先ほど冒頭で申し上げました、下から３

段目の北海道自治体情報システム協議会２,８６４万５,０００円、１,１１２万１,０００

円ほど前年度よりふえております。これは、まず１点目は、ことしの１０月１１日から電

算システムの改修がございまして、本町は標準様式のほかに独自の様式がございます。こ

れは、今の予算書ですとか決算書、それから選挙の入場券ですとか町税、国保税の納付

書、水道・下水道使用料の納付書など、陸別町独自のシステムが９３ほどございます。そ

れらが１０月１１日以降、標準様式になってしまうと、今のものが使えなくなるというこ

とで、それらを継続して使えるようにするための負担金が２２１万８,０００円ほどござ

います。

それから、２点目は、社会保障・税番号制、つまり、マイナンバー制度に係るシステム

の改修負担金８９６万４,０００円であります。この金額は、総務省が示すガイドライン

によって示された金額でありまして、当初予算においては、まず、住民記録関係で４４０

万円、それから、税務関係のシステムで２７０万円、宛名のシステムで１２０万円、合わ

せて８３０万円の消費税８％で８９６万４,０００円となります。

なお、国民年金、国民健康保険、後期高齢関係、社会保障関係につきましては、平成２

６年度中の補正予算ということで計上を考えてございます。

資料の２４－１をお開きいただきたいと思います。

資料の２４－１は、社会保障・税番号制度、マイナンバーでありますが、詳細な情報と

いうのは国から来ていないというのが現状でありまして、制度の概要のみの説明というこ

とで御理解をいただきたいと思います。

まず、制度の仕組みでありますけれども、ここに記載のとおり、複数の機関に存在して

いる個人の情報が同一人の情報であると確認できるように下記のような仕組みが準備され

るということであります。付番、つまり、新たに住民票を有する一人ひとりに、唯一無二

の民・民・官の関係で利用可能な見える番号を最新の住所情報と関連づけて一人ひとりに

番号をつけるということです。

それから、情報連携でいきますと、複数の機関において、それぞれの機関ごとに個人番

号、マイナンバーやそれ以外の番号を付して管理している同一人の情報をひもつけて相互

に活用する仕組みであります。連携される個人情報の識別や利用事務を法案で明確化する

ということ。

それから、情報連携時の情報提供ネットワークシステムの利用の義務づけ。

それから、本人確認であります。個人が個人番号、マイナンバーを利用する際、利用者

が個人番号の持ち主であることを証明するための本人確認の仕組みであります。交付する
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ＩＣカード券面とＩＣチップへの個人番号、基本４情報及び顔写真を記載するということ

であります。

次のページの２４－２に何ができるようになるかと書いてございますので、これは後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

それから、２４－３には、参考資料ですけれども、社会保障・税番号制度の概要として

添付しております。これは、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づくものであります。

基本理念は、ここに記載のとおりであります。

それから、個人番号は、先ほど説明したとおりであります。

個人番号カードも、これは、市町村長は、顔写真つきの個人番号カードを交付すると。

それと、市町村は、条例で定めるところにより、政令で定めることにより総務大臣が定め

る安全基準に従ってＩＣチップの空き領域を利用することができるということです。

それと、一番大きな問題として、個人情報の保護の関係が出てきますけれども、これら

の作業については、本町においてもこれから順次、個人情報保護関係について、庁舎内の

会議などを開いて徹底していかなければならないというふうに思っております。

それから、次のページの２４－４は利用の範囲でありまして、社会保障分野、税分野、

災害対策分野と、これらの業務が個人番号を利用できる範囲になります。年金分野、労働

分野、福祉、医療、その他の分野と税分野、それから災害対策関係になります。

それと、このほかに社会保障、地方税、防災に関する事務、その他これらに要する事務

については、地方公共団体が条例で定めるということになります。

それから、２４－５はスケジュール、これも案でありまして、２０１４年、平成２６年

であります。

まず、ここでいきますと、システム構築関係が平成２６年度からスタートをしていると

いうことになります。

それから、個人情報保護関係でいきますと、特定個人情報保護委員会の設置ということ

で、これは国の機関のほうでは設置しているようでありますけれども、私ども陸別町にお

いても、今後、この委員会を設置して、対策を練っていかなければならないということに

なっております。

それから、周知の方法としては、国において、番号制に関する広報活動を行うというこ

とになっております。

それで、平成２７年の１０月から個人番号の通知をスタートさせる予定になっているよ

うであります。したがって、平成２７年の１０月までに、ある程度の整備関係は進めてい

かなければならないということになります。

最終的な国と地方の関係につきましては、大体２０１７年がめどになってくるようであ

ります。

それから、次のページにつきましては、地方公共団体のスケジュールでありまして、ま
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ずは条例関係、これらについては平成２７年度、それから、システム関係については、先

ほども言いましたけれども、平成２６年度から整備をしていくということであります。

ここに、地方公共団体におけるシステム整備は情報連継開始前のテスト期間を考慮し

て、平成２８年３月までに行っておかなければならないとございますけれども、総務省の

指導としては、平成２６年度においてシステム整備をしなさいという、こういった通知が

来ております。これらについては補助金が国から示されるということになっております。

それでは、予算書４２ページにお戻りください。

２目文書広報費、今年度は１,０８８万２,０００円で５１７万４,０００円の増であり

ますけれども、これは、１３節のホームページ維持管理４２０万７,０００円の増が主な

要因になっております。

それと、ちょっと前に戻りますけれども、１１節需用費で２６４万３,０００円とあり

ますが、この中で消耗品、金額は１０万円と少ないのですけれども、平成２６年度限りな

のですが、法務省の人権啓発活動の一環として、人権の花運動というのが１０万円ござい

ます。これは、小学校、保育所に花の苗木を配って人権ＰＲをするという内容でありま

す。

１３節に戻っていただきまして、ホームページの関係ですが、資料のナンバー２５をお

開きください。

資料ナンバー２５は、ホームページの管理事業で、ホームページを製作委託するという

内容であります。事業の概要についてはここに記載のとおりでありますけれども、実は職

員にアンケートなどをとって、大半の意見として改修が必要だという内容であります。

内容としては、ここに書いてあるとおり、①から③までございまして、行政、観光情報

の明確な区分などの基本的な情報構造の見直し、最新情報を即座に掲載、町独自施策の掲

載などの情報面の充実、掲載する情報は担当課で更新して、アクセス解析などの運用面の

改善、こういったことが見直しのポイントとなります。

２のホームページの改修概要については、①から⑤までございます。情報構造の見直

し、デザインの改善、豊富な情報を掲載する仕組みづくり、多様な端末への対応、効率的

かつ効果的なセキュリティー対策。これらは改修の概要でありますけれども、これらを踏

まえて委託をして、ホームページのリニューアルを図るという内容であります。

それでは、４２ページにお戻りください。

４２ページの１４節から１９節については、例年どおりの予算の計上であります。

４３ページ、３目財政管理費、４目会計管理費は、それぞれ予算書、決算書の印刷であ

りまして、例年どおりの計上となっております。

それから、５目財産管理費、１億７,３９９万４,０００円の計上でありまして、前年度

比で９１７万８,０００円の減額となっております。

財産管理費については三つの課にまたがっておりまして、総務課関係では１億６,０７

４万９,０００円の予算、それから、町民課につきましては１,１７７万５,０００円の予
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算、教育委員会につきましては、タウンホールの管理がございますので、１４７万円の予

算となっております。

まず、９節旅費、これについては例年どおりの計上、需用費についても１,６３７万３,

０００円で、２３０万８,０００円ほど伸びておりますけれども、これは、主な要因は、

燃料費、光熱水費が伸びていることが要因となっております。

それから、役務費５２８万５,０００円は、例年どおりの計上となります。

それから、１３節委託料４,３６２万３,０００円。これの中で、まずは施設周辺整備４

４９万９,０００円で、１２７万２,０００円ほど上がっておりますが、これは、りくべつ

鉄道の維持管理業務が３３３万３,０００円、それから、りくべつ鉄道の構内木柵塗装及

び一部補修が１０６万１,０００円、それらが含まれております。説明資料のナンバー２

７に木柵の箇所図、つまり、消防側から旧ふるさと銀河線鉄道の社宅のあるところまで、

大体５００メートルぐらいになりますが、その木柵の塗装と一部補修になります。

それから、その下、除雪業務１９２万５,０００円でありますけれども、これは、内容

として、昨年までは１２月１日から委託をしておりましたけれども、近年の異常気象に

伴って降雪が早まってきているということで、平成２６年度から、１１月２０日からの委

託を考えてございます。

それから、車両等維持委託業務、これは３６０万円。これは、ふるさと銀河線の気動車

１両の塗装でありまして、平成２６年度に１両実施することによって、６両中４両が塗装

終了となります。

それから、４５ページの実施設計２７２万９,０００円、これもりくべつ鉄道の関係で

して、跨線橋を渡ってから車両庫がございますが、その整備について、平成２６年度にお

いてはその実施設計を見ております。

あと、その下のほうの施設周辺整備２９８万１,０００円、これは上斗満交流センター

の外構補修などであります。

それから、１４節使用料及び賃借料から次のページのコンピューター機器借上料までは

例年どおりの計上でありまして、１５節工事請負費で４,０８２万５,０００円の計上。ま

ず、建物の解体２９５万円。これは、専決処分の承認をいただきましたけれども、栄町の

旧ドライブインの解体費でございます。それから、福祉館改修７５０万円。これは、ルナ

コートの屋根の塗装関係の工事が４９７万８,０００円。これについては、資料ナンバー

２６に資料を添付しておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。それか

ら、この中には旧中斗満小学校の書庫の棚の設置工事など２２８万４,０００円ほどを含

んでおります。それから、４７ページの庁舎改修４４８万８,０００円。これは、平成２

４年度から実施しておりますけれども、役場庁舎内の非常照明のバッテリーの交換であり

まして、平成２６年度が最終年になります。平成２６年度については３階部分の非常用照

明バッテリーの交換であります。

それから、施設整備関係で、りくべつ鉄道広場整備で８１万９,０００円。これは、洗
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車設備の整備であります。これは、資料ナンバー２７に箇所図がありますので、後ほどご

らんをいただきたいと思います。

なお、りくべつ鉄道の整備関係につきましては、運営している商工会の要望などを踏ま

えて予算を計上しております。

それから、工作物解体撤去、これについては、旧ふるさと銀河線の鉄橋２橋でありまし

て、分線・川上間の第１６、第１７橋梁の撤去費用であります。これについては冬期間に

発注を考えていきたいというふうに思っております。

それから、１８節の備品購入費８７１万３,０００円。これは、公用車１台の更新と１

台の購入であります。１台は、町長公用車が大分傷んできまして、その更新をしたいとい

うことと、現場サイドからの要望もございますので、四駆の車両１台を購入したいという

ことで予算を計上しております。資料ナンバーの２８－１に資料を添付しておりますの

で、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、１９節負担金補助及び交付金、これは例年どおりの計上であります。

２５節積立金５,２７７万５,０００円。財政調整基金、減債基金、ふるさと整備基金は

利子の積み立てでありまして、いきいき産業支援基金については４,６５９万７,０００

円、利子が６４万５,０００円、それから貸付金収入が７１０万９,０００円、約定償還分

が３,８８４万３,０００円であります。これらは全て歳入のほうにも計上があります。

それから、次のページのふるさと銀河線、それから町有林、地域福祉、公共施設、これ

らは利子の積み立てとなります。

それから、６目町有林野管理費、５,１５３万円の計上でして、前年度から１,１７１万

８,０００円ほど伸びております。これは、役務費で４,１６７万４,０００円ふえており

まして、一方で委託料で３,０８２万４,０００円の減額で、差し引き１,０８５万円ほど

ふえているのが大きな要因であります。説明資料２９－１に収支一覧表、それから２９－

２に事業の実施箇所図をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

まず、４節共済費、７節賃金、旅費、需用費、これらについては例年どおりの予算の計

上でありまして、１２節役務費で４,２４３万１,０００円の計上です。前年度から見る

と、先ほど説明しましたけれども、４,１６７万４,０００円ほど伸びております。昨年の

予算との違いは、昨年度まで町有林の整備関係を委託料で見ておりましたけれども、これ

は、よく調べていくと間違いでありまして、役務費が正しいということがわかりました。

したがって、町有林の整備関係については１２節のほうに平成２６年度から移行しており

ますので、そのように科目修正をしております。

まず、役務費で気象災等被害地造林事業（町有林）５００万８,０００円。これは、恩

根内の旧鉄道林、０.７３ヘクタール分ですが、平成２４年の春霜と平成２５年のネズミ

による被害があります。金額は２６万６,０００円と小さいですけれども、それが一つ。

それから、二つ目が作集の地ごしらえ分、平成２４年度から平成２５年度の寒風被害２２

３万６,０００円。三つ目が弥生、釧北の特殊地ごしらえ分で、平成２５年、昨年１０月
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１６日の雪害による部分、これが２５０万６,０００円であります。

それから、４９ページの一番上の気象災等被害地造林事業（国有林分収林）１,３９９

万１,０００円。これは、太辛分収林の植栽分でして、平成２４年の霜と平成２５年のネ

ズミによる被害が内容であります。

それから、造林単独事業１５万２,０００円。金額は小さいですけれども、恩根内の地

ごしらえ分０.５ヘクタール。

それから、森林環境保全整備事業、国有林分収林分が１９５万６,０００円、同じく町

有林分２,００６万６,０００円を計上しております。

１３節委託料５５９万円の計上でありまして、造林単独事業、これは、弥生作業道の整

備でありまして、５７０メートル分２９０万６,０００円であります。

それから、森林現況調査業務１９１万１,０００円。これは、町有林拡大事業に係る森

林組合への委託費でございます。

それから、施設周辺整備４万４,０００円。これは、ニトリからの助成事業でありまし

て、看板をつくる経費でございます。

それから、１４節使用料及び賃借料、それから１６節原材料費、２７節公課費について

は例年どおりの計上であります。

７目企画費、５,０２８万４,０００円の計上でして、前年度から見ると３１０万１,０

００円ほどの増であります。

企画費についても３課にまたがっておりまして、まず、総務課については２,０５６万

９,０００円、それから、産業振興課については２,８６８万１,０００円、建設課が１０

３万４,０００円、合わせて５,０２８万４,０００円の計上であります。

１節報酬から９節旅費、需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料、備品購入費まで

は例年の予算の計上であります。

それから、１９節負担金補助及び交付金、４,７５５万８,０００円で、６１１万３,０

００円ほどふえておりますが、負担金については例年どおりの計上であります。

なお、５２ページの５番目の通学定期差額補助事業９００万９,０００円、前年度から

見ると２５８万４,０００円ほど減額になっております。前年度は北見方面が１３人、置

戸足寄が２５人、本別が１３人、それで５１人と見ておりましたが、平成２６年度におい

ては北見方面が６人、置戸が１人、足寄が２７人、本別１０人、池田が１人で、４５人と

いうことになっております。生徒数でいけば６人の減ということになります。

それから、補助金の関係でまちづくり事業、これは例年どおりの計上であります。

民間活用住宅建設事業２,６９０万円。前年度から見ると８００万円ほどふえておりま

すが、平成２６年度においては世帯用５戸、単身者用３戸、合わせて２,６９０万円を見

込んでおります。

それから、太陽光発電事業については１００万円、５０万円の２件分であります。

それから、交付金については例年どおりの計上であります。
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それから、５３ページ、８目公平委員会費、９目交通安全対策費は、例年どおりの計上

でありまして、１０目諸費についても例年どおりの計上となっております。

それから、５５ページの１１目交流センター管理費、４,６５２万円の計上でありま

す。比較して１,７８６万１,０００円ほど増額になっておりますが、これは、主なものと

しては自家発電装置を設置する関係の経費が１,２５６万８,０００円、委託料で３９０万

円ほど増となっております。

なお、説明資料ナンバー３０に収支状況一覧をつけておりますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

７節賃金については例年どおりの計上。

需用費で８８８万９,０００円、１３４万３,０００円ほど前年度よりふえております

が、燃料費、光熱水費が主な増の要因であります。

それから、１２節役務費３２万９,０００円。この中で、自家発電装置の経費として、

手数料で建築確認申請等で２万５,０００円が計上されております。

それから、１３節委託料２,２３３万９,０００円で、３９０万１,０００円ほど伸びて

おります。内容としては、５６ページですけれども、宿泊施設の委託で１,７０６万８,０

００円と、前年度から見ると３５１万２,０００円ほどふえております。これは、利用実

績を踏まえて、平成２６年度においても利用者がふえるということで予算を見ておりま

す。

それから、施設設備修繕で５７万７,０００円。これは、非常用照明バッテリーの取り

かえであります。

それから、１５節工事請負費で施設整備改修１,２４４万３,０００円。これは、先ほど

説明しました自家発電装置設置に係る工事請負費であります。

それから、備品購入費で３８万９,０００円。これは、管理用備品ですけれども、宿泊

部屋の椅子の更新でありまして、ことしでもう２１年目になるということで、傷みもある

ということで、２０脚分の更新となります。

それから、１２目銀河の森管理費、６,７９８万３,０００円の計上であります。前年度

から見ると６４８万１,０００円の増ですが、まず、天文台の経費の予算については、人

件費を含めまして４,４９３万７,０００円の予算、コテージについては１,７１２万円の

予算、銀河の森専用水道については５９２万６,０００円の予算で、６,７９８万３,００

０円となります。６４８万１,０００円ほどふえておりますのは、需用費、委託料がふえ

ているのが要因であります。１節報酬から給料、職員手当、共済費、賃金、報償費、旅費

までは例年どおりの計上でありまして、需用費で１,３４８万６,０００円、燃料費で３６

９万４,０００円、それから光熱水費で６０１万９,０００円、これも増の要因。それか

ら、修繕料で３０８万３,０００円であります。内容としては、天文台の電光看板の修

繕、これが１４万６,０００円で新規になります。それと、大型望遠鏡のコンソール基盤

の修繕が１１２万円、コテージのウッドデッキ修繕が４２万１,０００円と給湯器の修繕
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３２万７,０００円などが増の要因であります。

それから、１２節は例年どおりの計上でありますけれども、平成２５年度まで実施して

おりましたＪＴＢのまるごと北海道、これについては、ＪＴＢのほうからも平成２６年度

は実施しないという連絡が入っておりますので、平成２６年度はＪＴＢの関係はございま

せん。

それから、委託料で３,１２３万２,０００円、４４１万６,０００円の増であります。

施設設備等改修、５９ページの上段ですが、４７３万１,０００円で、前年度より３６７

万４,０００円ほどふえております。これは、銀河の森専用水道の機械計装管理事業であ

りまして、中央監視装置に取り込みをすると。これは、陸別浄水場のほうにデータですと

か警報関係を一元化するという内容で、３６５万３,０００円ほど含まれております。

それから、１４節使用料及び賃借料、１６節原材料費、これらについては例年同様の計

上でありまして、１８節備品購入費で１７２万１,０００円、管理用備品で１６７万１,０

００円であります。これらについてはオーロラ撮影用のカメラ１台、デジカメ用のハード

ディスク、コテージのじゅうたん、ストーブ３台、ＤＶＤプレーヤーなどが主な内容であ

ります。

それから、１３目地域活性化推進費。まず、この内容としては、３,６８４万５,０００

円で、前年度から見ると１,６４６万７,０００円ほどふえておりますが、今回、平成２６

年度において、地域おこし協力隊員を４名増員するということを予算計上しております。

商工関係推進員が１名、新規事業支援推進員が１名、それから酪農支援推進員が２名、こ

の４名分の経費１,６３３万２,０００円がふえている要因であります。

それでは、資料の３２をお開きください。

説明資料３２は、平成２６年度の陸別町地域活性化推進事業、陸別チャレンジプロジェ

クト関連であります。

まず、この表の中でミネラルウオーター開発事業２４６万８,０００円、下に平成２６

年度事業として書いてございますが、委託製造でミネラルウオーターは３万本をつくる予

定であります。

それから、町内、町外での販売促進、それからイベントなどでの配布、それから防災備

蓄用品としての可能性を調査をしたいということです。

なお、ミネラルウオーターにつきましては、陸別百恋水、これは商標登録を済ませてお

ります。

それから、木炭２１万円であります。平成２６年度においては、木炭製造を３回程度予

定しております。

それから、薬用植物研究事業９４万２,０００円、これは新規事業でありまして、ここ

に記載のとおり、陸別の気象条件、寒冷気候を地域資源として生かして、薬用植物の研究

栽培に取り組む予定であります。技術的なことがまだ明確になっておりませんので、独立

行政法人医薬基盤研究所薬用植物資源研究センター北海道研究部の指導などをいただきな
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がら試験栽培に挑戦をしていきたいというふうに思っております。予定品目は、ここに記

載の４品目であります。これが９４万２,０００円。

それから、加工センター活用、地域ブランド開発関連については、ここに記載のエゾシ

カ肉の商品化ですとか生乳の活用、ブランド品製造販売、それから特産品の調査研究。

地域おこし協力隊６名、先ほど説明させていただきましたけれども、新規に４名を募集

して事業を展開するということで、新事業支援推進員が１名、酪農支援推進員が２名、商

工支援推進員が１名ということです。

なお、酪農支援推進員と商工支援推進員については、陸別農協、陸別商工会とも協議を

重ねて、了解をいただいている中で予算を計上しております。

それでは、予算書６０ページにお戻りください。

共済費、賃金、これらについては、地域活性化推進専門員と地域おこし協力隊員６名分

の社会保険料、賃金関係でございます。

それから、旅費については、専門員と職員、地域おこし協力隊員６人分の旅費２４７万

７,０００円であります。

それから、需用費においては、消耗品１２１万９,０００円の中に薬用植物研究用の除

草剤など３３万円を含んでおります。

それから、１２節役務費で講習手数料とございますが、これは、酪農支援推進員１人分

の大型免許、建設機械車両の講習の費用。それから、委託料２５７万９,０００円は、ミ

ネラルウオーター製造２２６万６,０００円。昨年度から見ると、２０万円ほど減額と

なっております。

それから、６２ページですが、原材料費１万７,０００円。これは、薬用植物の材料費

でありまして、名寄の北海道研究部から、今は市販されておりませんので、陸別町が陸別

の風土を生かして試験栽培をするということで、安く提供いただけるという部分がござい

ます。

それから、備品購入費５２万円。これは、地域おこし協力隊員、酪農支援推進員と商

工、新規事業の４名分のパソコン４台分です。

それから、１９節負担金補助及び交付金は、技能講習、これは、酪農支援推進員の１人

に本別の農業大学校で講習を受けてもらうという予算であります。

それから、次が２項徴税費１目税務総務費、２,６４０万８,０００円の計上であります

けれども、給料、手当、共済費、賃金、報償費、旅費、需用費、負担金までは例年どおり

の計上でありまして、２３節償還金利子及び割引料も例年どおりの計上です。

２目賦課徴収費、２２７万９,０００円の計上。前年から見ると、１９５万３,０００円

の減となっております。これは、委託料の減が主なものでして、９節旅費から需用費、役

務費までは例年の計上です。この委託料の大きな減額の要因は、昨年は固定資産鑑定評価

業務が１３０万円ほどありましたので、その減額が大きいものです。

それから、１９節負担金補助及び交付金、これについては例年どおりでありますけれど
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も、６５ページの十勝圏複合事務組合１５万円、これは、税滞納整理機構への負担金であ

ります。予定としては４名分、町税で３４万１,８２５円の引き継ぎを予定しておりま

す。

それから、３項戸籍住民基本台帳費１目戸籍住民基本台帳費４,７２９万１,０００円。

前年度から見ると、２,８３９万３,０００円の増であります。これは、戸籍の電算化の負

担金、これは平成２５年度、平成２６年度で整備しますけれども、平成２６年度分の負担

金、戸籍の電算化分で２,９７２万８,０００円の増となっております。

それから、２節の給料から手当、共済費、旅費、需用費、委託料までは例年どおりの計

上でありますけれども、１９節負担金補助及び交付金で３,６８４万６,０００円、２,９

１１万７,０００円ほどふえておりますが、先ほど説明したように、戸籍の電算化の負担

金が３,４１１万６,０００円、それから、戸籍の電算化に係るシステムの保守、使用料が

１９１万２,０００円、住基ネットサポート費の負担金などが８１万８,０００円となって

おります。

それから、４項選挙費１目選挙管理委員会費は、例年どおりの計上であります。１節報

酬から１９節負担金、それから２目選挙啓発費までも例年どおりの計上であります。

それから、６８ページの農業委員会委員選挙費、１２２万４,０００円の計上でありま

す。農業委員の選挙は、任期満了が７月１９日でございまして、現時点での日程の予定で

ありますけれども、告示日が７月８日、投票日が７月１３日で今は予定をしているようで

あります。改選委員数は、７人であります。報酬から使用料まで、選挙に必要な経費を計

上しております。

それから、５項統計調査費１目指定統計調査費、５９万２,０００円で３６万８,０００

円ほどふえておりますが、平成２６年度においては、まずは平成２７年度に国勢調査がご

ざいますので、その国勢調査の調査区設定、それから、５年ごとに実施されます経済セン

サス基礎調査、それから、同じく５年ごとの商業統計調査、同じく５年ごとの農林業セン

サス、これらの経費を計上しております。報酬から需用費、使用料までです。

それから、６項監査委員費１目監査委員費、２２５万２,０００円。２３万３,０００円

の増でありますけれども、これらについては例年どおりの計上となっております。

３款民生費１項社会福祉費……。

○議長（宮川 寛君） 待ってください。ストップしてください。

１１時１０分まで休憩いたします。

休憩 午前１０時５６分

再開 午前１１時１０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、７０ページ下段の民生費から説明をさせていただ

きます。
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３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、３億４,４９７万７,０００円の予算で

あります。前年比１,２５２万１,０００円の増でありますけれども、後から説明します

が、臨時福祉給付金事業、子育て世帯の臨時特例給付金３００万円を含む１,７５６万７,

０００円の増、それから、繰出金で７９０万円ほどの減額、扶助費で１１０万円ほどの増

額、差し引きして１,２５２万１,０００円ほどの増となっております。

資料のナンバー３４－１をお開きください。

ナンバー３４－１は、臨時福祉給付金の関係の資料でございまして、これは国の補正予

算で予算がついたものでありまして、１から４までございますが、１、臨時福祉給付金と

あります。消費税が４月から８％に引き上げられることに伴って、所得の低い方々への負

担の影響に鑑み、暫定的、臨時的な措置として、臨時福祉給付金を支給するという内容で

す。対象者は、平成２６年度の市町村民税均等割が課税されていない方が対象ですと。そ

れから、給付額については、１人につき１万円。給付対象者の中で老齢基礎年金ですとか

障害基礎年金などを受給している方は５,０００円を加算するという内容であります。申

請手続については、平成２６年１月１日現在、陸別町に住民登録されている方が申請対象

になりまして、現在、システム改修関係の補正予算の議決をいただいていますので、そこ

ら辺で今は進めているところであります。

それから、３４－２は、制度の中身関係です。下のほうの表は、詐欺に注意をしてくだ

さいという内容の資料であります。

３４－３が、今説明したような臨時福祉給付金の趣旨と内容でありまして、実施主体は

市町村ということで、国の補助金１００％の事業になります。

それから、７番目の費用の関係ですけれども、先ほど説明した平成２５年度の３月の補

正予算でシステム改修費４４万１,０００円を議決いただきました。平成２６年度におい

ては、ここに記載の一般職の手当から負担金補助及び交付金まで、１,４５６万７,０００

円の臨時福祉給付金の予算となります。

それから、次の３５の資料は子育て世帯臨時特例給付金でありまして、要は、現在、児

童手当の支給を受けている方に対して１人１万円を支給するという内容であります。人員

としては３００人を推計して、１０万円となっておりますけれども、これは１万円に訂正

をお願いいたします。３００人の１万円で、３００万円の予算を計上しております。

それでは、予算書の７１ページにお戻りください。

１節の報酬から給料、手当、共済費までは職員の人件費で、手当の中で、時間外勤務手

当で１４９万２,０００円ですけれども、この中に臨時福祉給付金事務が４５万１,０００

円ほど入っております。

それから、７２ページ、賃金の中で３４万２,０００円、その上の共済費の社会保険料

７,０００円、これは臨時福祉給付金に係る予算であります。

それから、８節、９節は例年どおりの計上でありまして、１１節６８７万円、消耗品費

１８万円の中の１０万円が臨時福祉給付金事業の分、それから、印刷製本費１０万７,０
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００円のうち、チラシの印刷ということで、臨時福祉給付金事業が１０万円、それから、

光熱水費６０８万３,０００円は、防犯灯３５１灯分の電気料が主なものであります。

それから、１２節役務費は１８０万１,０００円で、通信運搬費１８万４,０００円の中

に臨時福祉給付金の事業１５万５,０００円が入っております。それから、口座振り込み

で、同様に６万４,０００円が入っております。

それから、１３節委託料９４万５,０００円。この中で、防犯灯新設・撤去８２万６,０

００円とありますが、今ある電柱共架灯１０灯についてＬＥＤ化を考えておりまして、そ

の費用が６９万７,０００円ほど入っております。

それから、１４節使用料及び賃借料１０万円。複写機使用料、これは、臨時福祉給付金

事業であります。

それから、１９節負担金補助及び交付金、これは例年どおりの予算でありまして、下段

の補助金、社会福祉協議会２,９９２万８,０００円は、資料３３をつけておりますので、

後ほどごらんをいただきたいと思います。７４ページの臨時福祉給付金１,３２５万円、

子育て世帯に対する臨時特例給付金事業補助金３００万円。

それから、２０節扶助費１億６,５３９万６,０００円。前年度から見ると、１１４万

３,０００円ほどふえておりますが、医療扶助費、重度心身障害者１,１２２万円、対象者

は１４５人です。それから、ひとり親家庭等５０万円、対象者は４７人。子ども５１０万

円、就学前が１００人、小学生、中学生が１４５人、合わせて２４５人が対象となりま

す。

交通費助成、これは高齢者等のハイヤー利用助成でありますけれども、３１５万円。利

用者９,９１５人を見込んでおりまして、資料ナンバー３６をつけておりますので、後ほ

どごらんをいただきたいと思います。

それから、７５ページ、地域生活支援費１３６万４,０００円、それから、障害者介護

給付費、それぞれ例年同様の計上であります。

身体障害者更生医療給付費９９万６,０００円。これは、対象者は８人。

その下、身体障害者補装具交付費６４万５,０００円。対象者は７名であります。

それから、繰出金６,７２８万４,０００円。国保会計への繰り出し３,１２７万８,００

０円。前年度から見ると、国保会計への繰り出しは１,００６万円ほどの減額となってお

ります。介護保険事業勘定特別会計への繰出金は、３,６００万６,０００円。前年度から

見ると、２１４万６,０００円ほどふえております。

それから、２目老人福祉費、９,１４１万３,０００円の計上でありまして、前年度比で

１,２８３万８,０００円の減。平成２５年度において、老人健康増進センターの改修工

事、高齢者交流センターの外構工事、その事業がありましたので、大きな減額となってお

ります。

共済費、賃金については例年どおりの計上でありまして、報償費９３万円、謝礼金１０

万円、これは新規の事業でありますけれども、高齢者問題、徘徊ですとか虐待、それらの
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講演会１回分の計上、講師謝礼分１０万円です。それから、敬老祝い金８３万円。これ

は、喜寿が３１人、米寿が１４人、長寿が１名であります。

それから、１１節需用費から１２節までは例年どおりの計上でありまして、同じく１３

節委託料も例年どおりの計上、それから、使用料及び賃借料、１４節も例年どおりの計上

であります。

それから、１９節負担金補助及び交付金で４,４１４万９,０００円で、前年度から見る

と５５１万１,０００円ほど減額になっておりますが、これは補助金のデイサービス運営

事業８５６万１,０００円、前年度から見ると２４３万９,０００円ほど減額になっており

ます。これは、資料ナンバー３７をつけておりますので、デイサービス関係については資

料の３７を後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、２０節扶助費２,５３３万１,０００円。老人福祉施設入所措置費であります

が、町外の養護老人ホームの入所者の関係でありますが、今年度は１１人、前年度から見

ると２人ふえております。そういった関係で４００万円ほど前年度から見るとふえており

ます。

３目後期高齢者医療費、繰出金です。後期高齢者医療特別会計への繰出金１,７９１万

１,０００円であります。

それから、２項児童福祉費１目児童福祉総務費４５９万６,０００円。前年度から見る

と３８９万５,０００円の増でありますけれども、これは、負担金補助及び交付金で北海

道自治体情報システム協議会３５０万円がふえたことが大きな要因であります。

資料ナンバー３８をお開きいただきたいと思います。

資料のナンバー３８は、子ども・子育て支援事業の電算システム導入事業の資料になり

ます。

この予算については、昨年の９月定例会で補正予算を計上させていただきまして、平成

２６年度においてはシステム導入ということで３５０万円の予算を計上しております。補

助金が１６３万１,０００円ほど入ってくることになります。

システムで行う主な業務としては、子ども・子育てに関する市町村情報の入力、給付管

理、国・道のシステムにアクセスして、その情報を報告なり共有するというものでありま

す。

なお、子ども・子育て支援新制度概要の中で、下から５番目の市町村及び都道府県に対

し、市町村子ども・子育て支援事業計画、これについては、平成２６年度中に計画を策定

する予定でありまして、地域版子ども・子育て会議の設置を努力義務化ということです

が、昨年の説明の中では条例化ということで考えていたわけですけれども、実は、この条

例化というのは認可保育所が対象になりまして、陸別町の場合はへき地保育所ということ

で無認可ということになりますので、十勝総合振興局との協議の中で、訓令で制定が可能

だという返事をいただいております。

それでは、予算書７８ページをお開きください。
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扶助費ですが、１０８万６,０００円で、３９万５,０００円ほどふえております。これ

は、まず交通費助成、児童施設通所で対象者１人、帯広、足寄、それぞれ２４回分。それ

から、支援費で障害者介護給付費、５８万６,０００円ですが、これは、放課後デイサー

ビスが２名、それから児童発達支援が２名の予算です。それから、身体障害児補装具交付

１件分、２８万５,０００円であります。

それから、２目の児童福祉施設費５,７６１万２,０００円。４５５万６,０００円ほど

ふえております。大きなものとしては、給食の搬入口の改修工事、それから保育士１名採

用に係る人件費の増と、賃金で、準職員が３月３１日に退職しますので、その賃金の減が

主な要因となります。

２節給料から手当、共済費は人件費でありまして、４６４万円ほどの増。それから、賃

金は３５５万９,０００円で、３７０万９,０００円ほどの減額。これは、準職員の３月３

１日退職に係る賃金の減額と、次のページで、新たに臨時公務補賃金が１７１万３,００

０円ほどふえております。

それから、旅費は例年どおりでして、需用費も例年どおりの計上であります。

それから、食料費２３３万円ですが、保育所園児が、入所者がふえておりますので、そ

れに伴う分の増がございます。

それから、役務費は例年どおりの計上でありまして、１３節で施設設備保守管理３２万

５,０００円。この中で、金額は小さいのですけれども、遊具の点検６万４,０００円が含

まれています。これは、１年に１回以上の点検が義務化されまして、これらの遊具点検に

ついては、今後、公営住宅、それから小学校のほうにも予算が出てきます。

それから、１４節は例年どおりの計上であります。工事請負費で保育所改修、先ほど言

いました給食搬入口の改修工事２９９万１,０００円。資料ナンバー３９に平面図があり

ますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、８２ページ、備品購入費、これは、事務用備品１０万３,０００円。金額は

小さいのですが、デジタルカメラ１台、インクジェットプリンター１台、ラベルライター

テプラが１台、１０万３,０００円です。

それから、管理用備品５万２,０００円。金額は小さいのですが、平成９年に購入した

全自動洗濯機１台の更新の予算であります。

それから、２０節扶助費９４万２,０００円。これは、保育ママの利用助成ですが、５

人分の計上です。

３目児童措置費、これは、児童手当に関係する予算の計上であります。扶助費です。

２,４９９万５,０００円の予算となります。被用者２７３万円、これは、３歳未満の厚生

年金の被用者になります。それから、非被用者というのは国民年金になります。特例給付

というのは所得制限該当者、それから、あと、被用者の小学校修了前特例給付、非被用

者、国民年金の小学校修了前の特例給付、それから中学校修了前の特例給付となっており

ます。
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それから、３項国民年金費１目国民年金事務取扱費、９９４万３,０００円の計上であ

りまして、５９万２,０００円の増。これは、人件費関係と負担金の増が主な要因でし

て、給料から手当、共済費は職員の人件費、需用費、役務費については例年どおりの計上

であります。それから、１９節負担金補助及び交付金で４３万２,０００円。これは、新

規の事業でありまして、北海道自治体情報システム協議会への負担金になります。

追加資料２－１をお開きください。

追加資料２－１に、年金生活者支援給付金の支給に関する法律についての資料を添付し

ております。法律の制定趣旨は、ここに記載のとおりでありまして、年金機能強化法、平

成２４年８月２２日に公布されましたけれども、それから削除された低所得高齢者、障害

者等への年金額加算にかわり、同法附則に基づく法制上の措置として、新たな低所得高齢

者、障害者等への福祉的な給付措置を講ずるとして、平成２４年１１月１６日に公布され

ました。

詳細の情報が、先ほどもそうですけれども国から示されておりませんので、私どももイ

ンターネットで調べた資料しかございません。したがって、概要の説明しかできないこと

をお許しいただきたいと思っております。

目的としては、公的年金等の収入金額と一定の所得との合計額が一定の基準以下の老齢

基礎年金の受給者に、国民年金の保険料納付済期間及び保険料免除期間を基礎とした老齢

年金生活者支援給付金または保険料納付済期間を基礎とした補足的老齢年金生活者支援給

付金を支給するとともに、所得の額が一定の基準以下の障害基礎年金または遺族基礎年金

の受給者に障害年金生活者支援給付金または遺族年金生活者支援給付金を支給すると。

これは、消費税が１０％に上がる平成２７年１０月１日が施行日となります。

次の２－２が制度の概要でありまして、計算式なんかが一応ここに記載をされておりま

すが、ここで一定の基準の所得というのは、大体年金の所得でいきますと、平成２７年度

でここに括弧書きで７７万円と書いてありますが、これが平成２７年度の所得の基準にな

るとの情報も聞いております。

これは時限立法ではなくて、丸の４番目にございますが、年金と同様に２カ月ごとに支

給をされるということであります。

次の２－３がスケジュールになっております。平成２６年度については、一番下、３の

市町村の対応ということで、市町村はシステム改修ということです。したがって、その予

算が、今説明した４３万２,０００円の負担金となります。

それでは、予算書８４ページにお戻りください。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費、５,７０２万７,０００円の予算で、前

年比７１１万５,０００円の減額であります。大きな要因としては、平成２５年４月１日

付で、昨年ですけれども、人事異動がありまして、その人件費の減額が大きな要因となっ

ております。２節給料から手当、共済費は職員の人件費にかかわる分、９節旅費から需用

費、役務費、負担金、次のページの扶助費、公課費については例年どおりの計上となって
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おります。

２目保健衛生施設費、２,５３３万１,０００円の予算で、前年度と比較すると１４５万

４,０００円の増でありますが、需用費で１１５万２,０００円ほどの増が大きな要因と

なっております。共済費、賃金については例年どおりの計上でありまして、需用費１,６

７４万３,０００円、１１５万２,０００円ほど前年度よりもふえております。大きな要因

は、燃料費で１,１２０万４,０００円、前年度から１００万７,０００円ほどの増、それ

から、光熱水費で４６２万１,０００円、前年度から見ると１０万円ほどふえておりま

す。それから、修繕料で４５万３,０００円。これは、ガス警報器の取りかえ、それから

コードレスバイク、自転車こぎ機みたいなものがあるのですが、その修繕料が２０万４,

０００円。それから、浴場ろ過ポンプの電磁開閉器の修繕が３万１,０００円と。少額で

すけれども、それらが入っております。それから、１２節役務費、１３節委託料、使用料

は例年どおりの計上で、備品購入費で２万円、金額は小さいのですけれども、栄養指導用

のポット２台を予定をしております。

それから、３目予防費１,５１７万３,０００円で、１９万３,０００円ほどの増となっ

ておりますが、４節共済費から、次のページ、賃金、旅費、需用費、役務費までは例年ど

おりの計上でありますし、委託料についても例年どおりの計上であります。各種検診事業

８４８万３,０００円、各種予防接種５１９万３,０００円、療育指導者派遣２８万３,０

００円。これらについては、説明資料４０の１から４までありますので、後ほどごらんを

いただきたいと思います。それから、２０節扶助費、新型インフルエンザワクチン接種で

３４人分１２万４,０００円を見ております。

それから、４目環境衛生費、４０９万４,０００円の予算で、２６万２,０００円ほどの

減額となっております。共済費から賃金、旅費、需用費、役務費、次のページの委託料ま

では例年どおりの計上でありますし、１４節使用料及び賃借料も例年どおりの計上と。委

託料の中で、施設設備保守管理で１３万円。金額は小さいのですけれども、平成２１年の

３月から使用開始している火葬炉の点検が平成２６年度から始まります。その保守点検の

費用１３万円であります。

それから、５目診療所費１億８,９５９万３,０００円。８１５万８,０００円ほど伸び

ておりますが、これは直診会計への繰出金であります。

それから、２項清掃費１目清掃総務費、６６７万９,０００円で３５万９,０００円ほど

伸びておりますが、これは負担金補助及び交付金で伸びております。これは、補助金でし

尿搬送助成金、３５９万５,０００円でありますけれども、実は、助成金の交付要綱がご

ざいますが、これは平成１８年の４月から交付要綱を制定しておりますけれども、下水道

供用区域内は、１リッター当たり、夏は５円で冬が２円です。それから、下水道供用区域

外が、夏は７円で冬は４円と、今までは各３円の差がございました。帯広の中島処理場ま

で搬送するわけですけれども、戸数も減ってきているという部分でいくと、経費が上がる

と。そういった部分で、要望もございますけれども、一応、平成２６年度においては、冬
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を各それぞれ２円を上げて、冬場の単価を２円から４円、下水道区域外については４円を

６円と。それで、平成２７年度に１円ずつ上げまして、夏、冬同じ金額に改正を考えてお

ります。

それから、２目塵芥処理費９,６９４万４,０００円、４３７万３,０００円の増。これ

は、委託料と負担金の増が主な要因でありますし、旅費、需用費、役務費、これは例年ど

おりの計上であります。１３節委託料で３,５２６万２,０００円で、塵芥収集業務で若干

伸びております。それから、使用料は例年どおり、負担金補助及び交付金で５,８６４万

７,０００円、池北三町行政事務組合負担金５,８６２万３,０００円で、２８１万５,００

０円ほど増となっております。大きな要因としては、人件費がふえているということと、

小動物の焼却炉の修繕が今回、平成２６年度で負担が生じます。それから、高速堆肥化施

設コンベアチェーンの修繕もあります。それらで２８１万５,０００円ほどふえていると

いう内容であります。

それから、３項水道費１目専用水道費、これは、小利別専用水道に係る予算でありまし

て、４９８万円の予算。比較で２３０万４,０００円ほど増となっております。これは、

委託料の増でありまして、需用費、役務費については例年どおりの計上、委託料で３７３

万６,０００円、２３９万５,０００円ほど増となっておりますが、これは、３段目の施設

設備改修２３３万６,０００円であります。まず、５年ごとの保守点検であります小利別

浄水場の計装機器、これが５８万１,０００円、それから、同じく小利別浄水場のナン

バー１の送水ポンプ及び薬品注入ポンプの分解整備、平成１０年にやって以来１５年を経

過しております。その経費が１７５万５,０００円であります。

それから、２目水道費９,０６７万２,０００円。７４４万６,０００円ほど減額となっ

ておりますが、これは、簡易水道事業特別会計への繰出金であります。

５款労働費１項労働諸費１目労働諸費１１７万７,０００円。共済費、賃金、需用費、

負担金補助及び交付金、これは例年どおりの計上であります。

２目の緊急雇用対策費１,７６３万１,０００円。８６６万７,０００円ほどの減額と

なっておりますが、これは委託料の減額が大きなものであります。７節賃金１１３万９,

０００円。これは、若年層の雇用対策ということで、例年２００人工分を計上しておりま

す。それから、需用費、役務費については例年同様の計上、委託料１,５００万円、８５

５万５,０００円ほど減額となっております。雇用対策委託料です。林業用、建設業用と

なります。それから、使用料、原材料費については例年どおりの計上。

それから、３目雇用再生対策費、これは新たな事業でありまして、４２０万円ほどを計

上しております。これは、事業者雇用促進支援ということで、地元雇用対策事業として、

新規に雇用をした場合に、１人当たり給料月額の２分の１以内、一月７万円を限度とし

て、一年間８４万円を助成するという内容です。その５人分を計上しました。４２０万円

であります。

それで、資料のナンバー４１をお開きください。
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資料のナンバー４１は、地元雇用促進事業ということで、目的としては、陸別町内にお

ける雇用を促進することで定住化を促進し、地域経済の活性化を図ることを目的とすると

いう内容であります。

助成対象者、これは要件ですけれども、陸別町内に住所を有する個人事業主。

この２点目のほう、加筆をお願いしたいと思いますが、読み上げていきますので、後ほ

ど私のほうから申し上げます。「陸別町内に本社または営業所（事業所）を有する法人に

おいて、中小企業法第２条第１項の規定に該当する者。」でおさまっていますが、「該当

する者及び陸別町農業協同組合、陸別町森林組合、社会福祉法人、ＮＰＯ」と追加をお願

いしたいと思います。「及び陸別町農業共同組合、陸別町森林組合、社会福祉法人、ＮＰ

Ｏ」であります。

過去２年間、町税等の滞納がない者。

これらの要件を満たす者が対象となります。

助成対象は、正規雇用者、雇用期間を定めない雇用であり、労働契約を締結し、雇用保

険の一般被保険者として雇用し、社会保険等の被保険者であることが条件であります。

それから、上記該当者で陸別町内に住所を有する者。雇い入れの日の属する月の末日ま

でに陸別町に住所を有することとなる者。

従業員５人未満の個人事業者にあっては、１年以上継続して雇用する見込みがある者。

それから、助成対象経費及び助成額ですが、新規雇用者を雇い入れた日の属する月から

起算して１２カ月分の給料月額、各種手当を除く、それを上限とする。助成額は、助成対

象経費の２分の１以内。つまり、給料月額の２分の１以内で、一月当たり７万円を上限と

するという内容であります。

年度途中において雇用した者については、その予算会計年度内を対象としまして、翌年

度にまたがる者については、翌年度に新たに申請をしてもらうということになります。

それから、対象除外者としては、雇用契約が１週間の所定労働時間が３０時間未満の

者。過去３年以内に同一の助成対象者のもとで正規雇用された者。新規雇用者が助成対象

者、法人にあっては、その役員の１親等以内の者及び同居親族。新規雇用者が他の助成

金、補助金、交付金、委託料などにより給料の全部または一部が賄われている者。つま

り、町内の団体でいきますと、社会福祉協議会、それから商工会、ここは人件費分を補助

金として出しておりますので対象になりません。

それから、助成金の交付の取り消し。虚偽その他の不正の手段により助成金の交付決定

を受けたとき。新規雇用者を助成対象者の都合により１年以内に解雇したとき。これらの

場合については、全額返還をしていただくという内容であります。

それでは、予算書９５ページにお戻りください。

６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費１,８２３万７,０００円で、６９万６,

０００円ほど減額になっております。現農業委員の任期が７月１９日で満了ということ

で、選挙の年になります。それで、報酬については若干重複して計上しております。報酬
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から給料、手当、共済費までは人件費関係、それから、７節賃金で１６９万６,０００

円。これは、農地基本台帳の入力にかかわる臨時職員を１人雇用する予定でありますの

で、その賃金分であります。これらの歳入もあります。それから、９節旅費から交際費、

需用費、役務費、使用料、負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上となっておりま

す。

それから、２目農業総務費７,５１３万５,０００円、２３３万５,０００円の減額です

が、この農業総務費は人件費だけの計上でありまして、昨年の人事異動によって人件費が

減になった分、それが要因であります。

それから、３目農業振興費、８,７１２万２,０００円の予算でありまして、２００万

９,０００円ほどの減額です。これは、補助金で２０９万９,０００円の減額が主なもので

ありまして、賃金、旅費、需用費、それから１４節の航空機使用料、これらは中山間地域

直接支払制度に係る予算計上でありまして、例年どおりの計上となっております。

それから、１９節負担金についても例年どおりの計上であります。

それから、１００ページの補助金、農業関係制度資金利子補給事業５３１万７,０００

円。これは、説明資料ナンバー４２がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思い

ます。

それから、一つ飛んで農業経営基盤確立資金利子補給事業７２万８,０００円。これも

説明資料４３に資料を添付しております。

それから、農業近代化資金の利子補給事業５５５万５,０００円。これも４３の資料に

ありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それで、下から６番目の経営所得安定対策直接支払推進事業１９万５,０００円。これ

は、昨年度までの所得補償制度の事業であります。金額は同額であります。

それから、青年就農給付金３００万円。１５０万円の２人分であります。

それから、新農業人育成事業６３万６,０００円。これについては、資料の４４をつけ

ておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

交付金、中山間地域直接支払事業については、６,６７２万２,０００円の予算でありま

す。

４目畜産業費８,９３０万７,０００円、８９０万８,０００円ほどの減になっておりま

すが、これは、平成２５年度で、備品購入で、コントラに貸し付けする機械器具の購入が

９１５万円ほどありましたので、それが主な要因であります。１１節需用費から１２節役

務費、使用料までは例年どおりの計上でありまして、負担金補助及び交付金で、まず、負

担金については例年どおりの計上、補助金で家畜防疫事業１４３万７,０００円が４３万

６,０００円ほど伸びておりますが、平成２５年度まであった道の消費安全対策補助金

が、平成２６年度からは陸別町が対象外になりました。したがって、この家畜防疫事業に

ついては、平成２６年度は町の単独事業として予算を計上していく形になります。それか

ら、２１節貸付金８,０００万円。これは、優良家畜導入資金の貸し付けでありまして、
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説明資料４５にありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、５目農地費８９７万６,０００円。６３万円ほど増ですが、需用費は例年ど

おりの計上、それから、委託料で８７８万４,０００円。農業用施設維持管理で８７８万

４,０００円です。これは、作集２号線の側溝整備５０メーター、下斗満地区農業排水整

備６５メーター分。それから、１６節原材料費、負担金補助及び交付金は例年どおりで

す。

６目営農用水管理費３,３３０万９,０００円。これは、第２トラリ地区と上陸別地区の

営農用水の管理に係る予算でありまして、前年度から見ると１,２２３万９,０００円の減

額となっております。大きな要因としては、負担金で１,０４９万７,０００円ほどの減

額、同じく平成２５年度においては、道道津別・陸別線の改良工事に伴う水道管移設実施

設計の経費が１５０万円ほどありました。それらが大きな減額の要因であります。

旅費、需用費、役務費については例年どおりの計上、委託料、それから１４節使用料に

ついても例年どおりの計上でありますけれども、施設等改修２３５万８,０００円、１８

５万円ほどふえております。これは、上陸別地区浄水場の計装機器の保守が５９万２,０

００円、それから、第２トラリ地区の計装機器の保守が７６万７,０００円、上陸別地区

の浄水場の機械設備、薬品注入設備の分解整備１１２万４,０００円が増額の要因であり

ます。

それから、１９節負担金補助及び交付金、２,２９６万３,０００円で１,０４９万７,０

００円の減額。これは、第２トラリの地元負担分の減額、２,２５５万円の予算ですが、

１,０４５万円ほど減額になっております。それが大きな要因でありまして、第２トラリ

地区の事業費の資料については、資料ナンバー８につけております。後ほどごらんをいた

だきたいと思います。つまり、ナンバー８というのは平成２５年度の補正予算の関係で、

繰越明許費の議決をいただきましたので、その資料となっておりますので、ナンバー８を

後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、７目公共草地管理費３７９万４,０００円。９万９,０００円の減額ですが、

共済費、賃金、需用費、役務費、委託料、使用料、これらは例年どおりの計上です。それ

から、工事請負費１６８万４,０００円。機器更新工事、これは、登良利地区の配電路改

修事業でありまして、機械の老朽化がございます。したがって、平成２６年度から平成２

８年度までの３年計画で改修をしていく予定ですが、平成２６年度においては末端変圧器

の改修工事を行う予定で、その予算が１６８万４,０００円であります。

それから、８目農畜産物加工研修センター管理費１,７０９万５,０００円。５,８５８

万４,０００円ほど減額ですが、これは、平成２５年度における、加工センターの改修工

事なり備品購入の減額が大きな要因であります。給料、手当、共済費関係は例年どおり、

賃金についても例年どおり、旅費、消耗品についても例年どおりの計上であります。それ

から、役務費、委託料についても例年どおりの計上、使用料についても例年どおりの計上

です。それから、１６節原材料費で１５４万４,０００円ほど、１００万円ほどふえてお
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りますが、生乳、それから鹿肉、フキなどの材料購入費の増に伴う１００万円ほどの増と

なっております。

それから、２項林業費１目林業振興費、７,７９６万９,０００円の予算。１,０６３万

７,０００円の増でありますが、これは、工事請負費の増が主な要因であります。１節報

酬から賃金、旅費、需用費、役務費、委託料、使用料及び賃借料までは例年どおりの計上

でありまして、１５節で２,６２８万４,０００円。これは、治山工事でありまして、上陸

別地区の工事になります。資料ナンバー４６に箇所図がありますので、後ほどごらんをい

ただきたいと思います。

それから、１９節負担金補助及び交付金、５,０４３万５,０００円ですが、負担金は、

ここに記載の団体の負担金ですが、例年どおりの計上であります。

補助金で森林保護事業、野ネズミ駆除６２７万円。これは、１,６００ヘクタール２回

分を予定しております。

それから、退職金共済制度加入促進事業１１９万６,０００円。これは、６５人分。

それから、民有林造林促進事業１,４４０万円。これは、資料のナンバー４７をつけて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、林業長期就労促進担い手対策事業１５万８,０００円。これは、３人分で

す。

それから、未来につなぐ森づくり推進事業２,６３７万円。これは、資料ナンバー４７

をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

２目狩猟費７４５万円。２１万２,０００円ほど減額ですが、内容としては、賃金、報

償費、需用費、役務費とも例年どおりの計上であります。

３目林道新設改良費６,１９０万２,０００円。５,７３２万７,０００円ほどふえており

ますが、今年度予算６,１９０万２,０００円は、林道のポントマム山沿線から林業専用道

勲祢別線開設工事、林道管理事業、のり面補修事業が主な内容であります。

それから、賃金２５万１,０００円、旅費４０万７,０００円、需用費２１万５,０００

円、委託料１３０万５,０００円、使用料及び賃借料１８万１,０００円。これらは今年度

新たな予算として計上をしております。

それから、１３節委託料、林道維持管理は、川向勲祢別線ほか２路線の維持管理委託

料。

工事請負費で５,８７１万８,０００円。林道工事ですが、まず、林道開設工事３,９９

５万３,０００円。これは、林業専用道の勲祢別線の請負費。これは、資料ナンバー４９

に箇所図がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。これは、林道開設事

業につきましては、平成２６年度から平成２８年度までの３カ年の事業となります。

それから、林道のり面補修工事１４３万７,０００円。これは、宇遠別線ほか４路線に

なります。

林道維持管理１４８万８,０００円。クンネベツ２号線です。
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林道改良工事１,５８４万円。これは、ポントマム川沿線の工事でありまして、ポント

マム川沿線は平成２５年度から補正予算で予算を組みましたけれども、平成２６年度、平

成２７年度までの事業となっております。

１６節原材料費、これは例年どおりの予算となっております。

７款商工費１項商工費１目商工総務費２,１３７万２,０００円。５４万６,０００円ほ

どふえておりますが、これは人件費の増が主な要因です。２節給料、職員手当、共済費、

人件費のみの計上です。

それから、２目商工振興費１億８４８万１,０００円。２９４万３,０００円ほどの増と

なっておりますが、これは主に負担金補助及び交付金３,８４２万４,０００円のうち２９

２万７,０００円ほどの増となります。大きな要因とすれば、商工振興事業、商工会への

補助金ですが、２,９８６万円。これは、２０７万１,０００円の増であります。これは、

説明資料ナンバー５０をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います

が、内容とすれば、プレミアム商品券ですが、平成２５年度までは３,０００セットでし

たが、今年度は、夏１,４００セット、冬２,０００セットの３,４００セットの１５％で

５１０万円。それから、今回新たに低所得者対策として４４８セット、これは、プレミア

ム率を２０％として８９万６,０００円、合わせて５９９万６,０００円となります。

それから、日産自動車の助成につきましては、継続して３１０万円ほどの計上となって

おります。

それから、２目商工振興費で貸付金７,０００万円、信用保証協会、これは前年と同額

です。

それから、３目観光費１,９１４万３,０００円。２３１万円ほどの増ですが、旅費４１

万９,０００円で、普通旅費ですが、平成２６年度、観光協会、町と振興公社と、三者一

体で都市圏へのＰＲ活動、あるいは物販も含めて実施をしていくということで、その旅費

分が２２万８,０００円ほど増となっております。

それから、１１節需用費１２８万１,０００円。主なものとしては、印刷製本費３８万

３,０００円。このＰＲ用ポスターの印刷が主な増の要因です。

役務費３９万２,０００円は例年どおりの計上、それから、委託料で２２０万円、４０

万円ほど増になっておりますが、これは観光物産展出店で１２０万円、東京２回分を増額

して４０万円としております。

それから、１８節備品購入費６２万７,０００円。管理用備品で、これは物産館の冷凍

ショーケース１台の更新でして、平成１１年に購入したものですが、年数も経過して傷み

もあるということで、更新をする予定であります。

それから、負担金補助及び交付金１,４２２万４,０００円で、７３万４,０００円ほど

の増ですが、観光協会で５００万４,０００円、２６万４,０００円の増。これは、先ほど

言いました、ふるさと銀河線りくべつ鉄道まつり２日間にかかわる、花火大会も含めた、

補助金も含めてですが、観光ＰＲとして、東京２回、札幌２回分、２６万円ほど増額して
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おります。

それから、しばれフェスティバルにつきましては７０７万円で、前年度の予算額６８０

万円に消費税、資材費の高騰に伴う、消費税のアップによる分を２７万円ほど追加をし

て、７０７万円の補助金。

それから、オフロードは同額です。

オールジャパンパッチ選手権大会は４０万円。平成２７年は統一地方選挙がありますの

で、平成２６年度は２回の開催ということで４０万円、２０万円の２回分です。

それから、４目公園費７４９万９,０００円、５３万円ほどの減額。まず、需用費、役

務費、委託料、使用料については例年どおりの計上でありますが、工事請負費８１万４,

０００円で、施設設備改修、これは、イベントセンターステージ横の屋外採水栓の水漏れ

がありますので、それらの改修工事になります。

それから、５目消費者対策費１１５万８,０００円、２８万７,０００円ほどの増。報償

費で８４万６,０００円、３３万８,０００円ほどふえておりますが、暮らしセミナーの講

師が、今年度までは帯広に在住しておりましたけれども、来年度から札幌に転居されると

いうことで、それらの旅費の増に伴っての報償費の増となっております。

それから、需用費、委託料、負担金補助及び交付金は、例年どおりの計上となっており

ます。

８款土木費１項土木管理費……。

○議長（宮川 寛君） とめてください。

昼食のため、午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０３分

再開 午後 １時００分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、１１６ページ、土木費から、また説明をさせてい

ただきます。

８款土木費１項土木管理費１目土木総務費、今年度は３,４０６万円の計上でして、前

年度から見ると９４０万７,０００円ほど減額ですが、これは、職員の退職に伴う人件費

の減が大きな要因であります。給料、手当、共済費は職員の人件費に係る分、これで９４

６万円の減額であります。それから、旅費、需用費、委託料、次のページの負担金補助及

び交付金は例年どおりの計上であります。

２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費１,６９１万４,０００円であります。比較

で３,０４６万３,０００円ほど減額になっておりますが、これは、平成２５年度において

ショベルを１台購入しておりますので、その分の３,０８３万７,０００円ばかりの減額と

なります。この科目は建設課の管理車両９台分の維持管理の予算でありまして、需用費か

ら役務費、委託料、委託料は、道路台帳作成委託業務であります。例年どおりの計上とな
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ります。

２目道路維持費、１億３,２８６万７,０００円の予算。１,７９６万９,０００円ほどの

増でありますが、委託料、工事請負費、原材料費で１,７６１万５,０００円ほどの増と

なっております。９節旅費、需用費は例年どおりの計上ですけれども、１３節委託料で

８,４１５万５,０００円、道路維持管理１,７５１万３,０００円、道路維持補修１,３０

３万１,０００円、それから、一番下の路面補修１,１６５万５,０００円、次のページの

縁石取りかえ１,４４４万５,０００円。今説明した事項については、説明資料のナンバー

５２－１に業務一覧があります。

それから、測量試験費４８６万４,０００円。これは、新規の事業でありまして、道路

ストック総点検というものでして、舗装維持管理業務の基礎資料を作成するためのもので

あります。これは国の補助がございまして、資料５１－１、２の３１路線４６キロの調査

を行う業務であります。同じく共栄線流末排水、共栄団地連絡線の用地確定測量分１３４

万４,０００円をこの中に含んでおります。

あと、除排雪業務、１,５３７万１,０００円ですけれども、例年は１２月１日からの委

託にしておりましたけれども、近年の異常気象ということで、１１月２０日からの委託に

変更を考えております。

それから、砂箱設置、これは５基分、７６万８,０００円。

１４節は、例年どおりの計上であります。

工事請負費４,１９８万３,０００円。町道のり面補修工事、排水整備工事、これも説明

資料５２－１に工事一覧がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１６節原材料費４４０万円。道路維持に係る材料費ですけれども、経常的な予算として

は毎年３００万円ほど計上しておりましたけれども、近年の異常気象による応急対策用と

して１４０万円ほど上乗せして、４４０万円で予算を見ております。

それから、公有財産購入費２２万９,０００円。これは３カ所分でありまして、追加資

料ナンバー３をお開きいただきたいと思います。

追加資料ナンバー３は、道路維持管理事業、土地購入、公有地の購入でありますけれど

も、町道共栄線のところ４００平米、これは国からの購入になります。それから、同じく

町道若葉１号線１３５平米、これも国からの購入となります。それから、町道大誉地薫別

線のところ１９３.３平米、これは、千歳橋のかけかえに伴う残地になりますけれども、

町道用地として大誉地の方から購入する予定で予算を見ております。

予算書１２０ページへお戻りください。

３目橋りょう維持費４１４万６,０００円で、これは委託料であります。測量試験費で

ありまして、橋梁の長寿命化計画によるものですが、若葉橋の測量試験費でございます。

これは、若葉橋については平成２７年度に工事を予定しておりますが、その前段の測量試

験費を平成２６年度で計上をしております。

４目道路新設改良費１,８９６万５,０００円。これは、町道元町１号通りの予算になり
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ます。賃金、旅費、需用費、役務費、使用料及び賃借料、工事請負費１,５７０万７,００

０円、１１２メーターであります。

それから、５目街路灯費１,０８１万２,０００円、２１８万９,０００円の増。これ

は、工事請負費で街路灯改修で、駅前本通、消防前通の２路線について、ＬＥＤ街路灯へ

の改修になります。それから、その上の需用費の光熱水費４１５万円は、街路灯１９９基

の電気料、光熱水費であります。

それから、次のページ、３項河川費１目河川総務費６２３万９,０００円、５４６万円

の増。これは、１３節委託料で６１７万９,０００円、河川管理で、普通河川の男鹿川ほ

か５河川の維持管理費委託料であります。それから、１１節需用費、負担金補助及び交付

金は例年どおりの計上。

４項住宅費１目住宅管理費２,２４６万３,０００円。９２９万９,０００円の増であり

ますけれども、需用費、工事請負費、負担金補助及び交付金、これらの９１２万９,００

０円が主な要因であります。

１１節需用費で、１２３ページの上段にあります修繕料９２３万４,０００円。これ

は、１８８万４,０００円の増でありますが、例年の修繕料７１８万２,０００円のほかに

ガス設備の改修２０５万２,０００円を含んでおります。

それから、役務費については例年どおりの計上でありまして、委託料４３万９,０００

円のうち施設周辺整備２０万３,０００円の中には新町団地内の遊具点検２万６,０００円

を含んでおります。

それから、１５節工事請負費１,１０７万６,０００円。９４４万１,０００円の増であ

りますけれども、これは、緑町団地Ｘ棟、Ｗ棟のサッシの改修工事２棟４戸分、それか

ら、共栄団地Ａ、Ｂ、Ｃ棟、３棟１０戸分の給湯器更新工事であります。

それから、１９節負担金補助及び交付金、これは、公営住宅のシステム改修費の通常分

であります。

それから、２目住宅建設費１,５１８万５,０００円。これは、社会資本整備総合交付金

事業の新町団地２棟８戸の解体、外構工事の予算であります。４,５２７万１,０００円の

減額については、工事請負費の減額が大きな要因であります。９節旅費、１１節需用費、

１２節については例年どおりの計上であります。委託料３６３万円は、新町団地Ｍ棟、Ｎ

棟、２棟４戸の実施設計費、平成２７年度建設に係る実施設計費であります。これと、１

５節の１,１１０万円、建物解体、外構工事、これらについては説明資料ナンバー５３

に、箇所図がありますので、ごらんをいただきたいと思います。

５項下水道費１目下水道費７,９８６万２,０００円。これは、公共下水道事業特別会計

への繰出金であります。

９款消防費１項消防費１目消防費２億９１５万２,０００円、４,０６２万８,０００円

ほどの増となっております。これは、池北三町行政事務組合への負担金でありまして、水

槽つき消防ポンプ自動車Ⅱ型６,７９７万５,０００円、これが大きな増の要因でありま
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す。

なお、１６７ページから１７０ページに消防費の常備消防費、それから非常備、共通経

費、本部経費などについて資料がありますので、後でごらんをいただきたいと思います。

２目災害対策費３９５万４,０００円。２６７万７,０００円の増ですが、これは、工事

請負費と備品購入費の増に伴うものであります。１節報酬４万２,０００円は、防災会議

の委員の報酬、８節報償費１万９,０００円、これは新規でありますけれども、職員向け

の避難場所運営に係る研修会を予定しておりまして、それの講師の謝礼１万９,０００

円、それから、１１節需用費から役務費、委託料、使用料及び賃借料までは例年どおりの

計上です。１５節１９７万７,０００円は、庁舎横の書庫を防災備蓄庫として改修するた

めの予算、工事請負費であります。既存の棚の撤去、あるいは棚の新設、電気設備の改修

が主な内容であります。１８節備品購入費９２万３,０００円で、８０万５,０００円の増

でありますけれども、防災資機材を購入しまして、これは貸付用として購入を予定してお

ります。平成２６年度から平成２８年度までの３年計画で購入を予定しております。平成

２６年度においては毛布５０枚、石油ストーブ、ポータブル式ですけれども１９個、カ

セット式ガスストーブ２０個を購入予定であります。１９節は、前年度と同額の計上で

す。

１０款教育費１項教育総務費１目教育委員会費１７４万９,０００円。９,０００円の減

額ですけれども、報酬から旅費、交際費、需用費、負担金補助及び交付金については例年

どおりの計上。

２目事務局費８,１１１万７,０００円。２,１７９万２,０００円の減額ですが、平成２

５年度において、教員住宅１棟２戸の建設事業がございました。それにかかわる工事請負

費の減額が大きな要因であります。給料、手当、それから共済費については人件費、９節

旅費、需用費については例年どおりの計上、役務費についても例年どおりの計上です。１

３節委託料６１４万７,０００円。５７４万７,０００円の増ですが、基本・実施設計６１

４万７,０００円。これは、平成２７年度からの建設を予定しております東一条２区の教

員住宅８棟１２戸分の基本・実施設計費であります。それから、１６節原材料費、負担金

補助及び交付金については例年どおりの計上。２１節貸付金６５万円。奨学資金でありま

すけれども、高校生１人、大学生２人分であります。

３目教育振興費、９６０万２,０００円。２３１万９,０００円の増でありますが、この

大きな要因は、学習支援員、平成２５年度までは１名でしたけれども、平成２６年度は２

名を予定しております。その賃金関係の増。それと、平成２５年度において、芸術鑑賞１

００万円がございましたけれども、これは２年に１回ですので、平成２６年度はございま

せん。その１００万円の減額。そういったものが２３１万９,０００円の増となっており

ます。１節報酬は例年どおり。共済費１６５万６,０００円。これは、学習支援員２人分

の共済費であります。それから、７節賃金４８７万１,０００円。学習支援員２人分の賃

金であります。８節報償費５５万４,０００円。謝礼金で８９万円の減額。これは、ス
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クールカウンセラーの１０回分、それから学校支援員分の３５万７,０００円。それか

ら、旅費、それから、次のページの需用費、役務費、委託料、負担金補助及び交付金につ

いては例年どおりの計上。

４目スクールバス運行管理費、２,８７０万８,０００円。２,０９０万７,０００円の減

額ですが、これは、平成２５年度において、西斗満線のスクールバス１台を購入したこと

に伴いましての減額が主な要因です。１１節需用費、役務費、委託料については例年どお

りの計上となります。

５目教育研究諸費４３万１,０００円。２万１,０００円の減額ですが、報酬から旅費、

需用費、負担金補助及び交付金については例年どおりの計上となります。

２項小学校費１目学校管理費２,７５１万４,０００円。７５３万９,０００円の増です

が、委託料、工事請負費の増が主な要因であります。１節報酬は例年どおりの計上、需用

費も例年どおりの計上であります。１２節役務費１７５万円ですが、これも例年どおりの

計上となります。１３節委託料１,２３２万円。施設設備保守管理１４４万１,０００円の

中に学校遊具点検１１万８,０００円を含んでおります。それから、太陽光発電の保護継

電器バッテリーの交換、少額、９万８,０００円ですけれども、それも１４４万１,０００

円の中には含まれております。それから、施設整備５１３万３,０００円の増の６１０万

４,０００円。これは、ＰＣＢ廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法というのが

平成１３年７月に施行されています。法律的には平成２８年の７月までに処理することを

義務づけられておりますけれども、北海道の行政指導で平成２６年度中に処理することの

指導があります。

ＰＣＢ廃棄物というのは、ポリ塩化ビフェニル廃棄物と言いまして、蛍光灯安定器にＰ

ＣＢの汚染物が入っていると。それのことでありまして、現在、旧中斗満小学校のところ

にも保管しておりますけれども、旧陸別小学校の分が２５台で４７.４キロ、旧福祉セン

ター分３１台８７.６キロ、旧小利別小学校分１０台３０キロがございます。合わせて１

６５キロ、６６台分であります。これを室蘭市にある日本環境安全事業株式会社に委託を

して処分をするということになります。

この内容としては、指定容器というものがございまして、それに、詰めかえから運搬、

処分に係る経費でございまして、それが５６６万１,０００円がこの中に含まれておりま

す。

１４節使用料及び賃借料は例年どおりの計上で、工事請負費１４０万６,０００円は学

校改修でして、給食の搬入口の改修工事になります。資料ナンバー５５をつけております

ので、後ほどごらんをいただきたいと思います。１６節原材料費、備品購入費、負担金補

助及び交付金については例年どおりの計上となります。

２目教育振興費５７１万７,０００円。８３万８,０００円の減額ですが、需用費、役務

費、委託料については例年どおりの計上となります。それから、備品購入費４０５万９,

０００円。教材用備品でありますけれども、まず、平成２５年度、平成２６年度で実施し
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ているコンピューターの購入分、平成２６年度の購入分２６６万２,０００円。これは、

資料ナンバー５６がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。それから、

一般教材費で７９万１,０００円ございます。それから、図書室用図書で６０万６,０００

円。合わせて４０５万９,０００円になりますが、この図書室用図書６０万６,０００円に

は、平成２５年度において、学校用のソフト事業に充ててくださいということで、２件の

寄附、９０万円がございました。それを歳入で受けてふるさと整備基金に積み立てており

ましたけれども、今回、平成２６年度で図書室用の図書に４５万円を充当するということ

にしまして、ふるさと整備基金から４５万円を取り崩して、この財源に充てております。

それから、扶助費については例年どおりの計上となります。

それから、３項中学校費１目学校管理費３,１４６万１,０００円、５２２万４,０００

円の増。これは、工事請負費の増が主なものであります。給料、手当、共済費は職員の人

件費にかかわる分、役務費、委託料、使用料については例年どおりの計上となります。１

５節工事請負費５０１万２,０００円。これは、給食搬入口の改修に係る工事でありまし

て、資料ナンバー５５に箇所図をつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思

います。それから、備品購入費８４万２,０００円。これは、学校のシューズロッカー２

基、一眼レフカメラ１台、シュレッダー１台の購入費であります。１９節負担金補助及び

交付金は、例年どおりの計上であります。

それから、２目教育振興費８７２万４,０００円。７万１,０００円の増ですが、需用

費、それから役務費、委託料、使用料及び賃借料までは例年どおりの計上。それから、備

品購入費で６９２万２,０００円。教材用備品ですが、小学校費と同様に、コンピュー

ター購入５９３万２,０００円、それから、一般教材が３０万８,０００円、それと、図書

室用図書、先ほど小学校費で説明しましたけれども、寄附９０万円のうちの４５万円をふ

るさと整備基金から取り崩して、４５万円を財源として、６８万２,０００円の図書室用

図書に充てております。

それから、４項社会教育費です。１目社会教育総務費１,５４８万４,０００円で３０万

円の減となりますが、１節報酬、共済費については例年どおりの計上でありまして、７節

賃金で３１１万６,０００円、１２４万２,０００円の増であります。臨時指導員賃金、こ

れは、学童保育所の指導員の賃金でありまして、今まで１人を配置しておりましたけれど

も、利用者が多く見込まれるということから、２人体制ということで、その人数も３人を

確保すると、そういった部分で賃金の増がありますが、予算としては２５８万５,０００

円の計上であります。それから、報償費、旅費、需用費、役務費、委託料、使用料及び賃

借料、１９節負担金補助及び交付金については例年どおりの計上でありますけれども、平

成２６年度新規事業として、通学合宿事業を予定しております。資料ナンバー５８をつけ

ておりますので、それを後でごらんをいただきたいと思いますが、その内容としては、公

民館で宿泊を伴いながら学校に通うという、小学４年生から６年生まで、１０名の定員で

事業を実施します。２泊３日の事業ということで、予算としては、１１節消耗品で３万
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円、それから食料費で４万６,０００円、１２節保険料で７,０００円、それから、１４節

寝具借上料で２万２,０００円で、１０万５,０００円の事業として進める予定でありま

す。それから、１４１ページの中学生等海外派遣研修事業４２３万３,０００円。これ

は、中学２年生１８名、引率１名に係る交付金。それから、その下、冒険・体感ｉｎとう

きょう実行委員会１４１万１,０００円。小学６年生１７名、引率２名分の交付金であり

ます。

それから、２目公民館費１,１７９万２,０００円、１３２万５,０００円の増。委託料

で１２４万６,０００円ほどの増となっております。報償費、需用費、役務費、これは例

年どおりの計上でありまして、委託料６２８万９,０００円、１２４万６,０００円の増で

ありますが、施設整備で１３万９,０００円、これは、非常口の段差解消の階段を作製す

るという部分での予算１３万９,０００円。それから、設備改修では、女子トイレの換気

扇の取りかえ、吹き抜けホールの照明ＬＥＤ化で８８万５,０００円となります。それか

ら、１４節使用料及び賃借料、備品購入、それから負担金補助及び交付金は例年どおりの

計上となります。

３目文化財保護費３１３万６,０００円。２２０万６,０００円の増でありますが、賃

金、需用費、委託料の増。２２０万円ほどふえておりますので、それが主な要因となりま

す。１節報酬、共済費については例年どおりの計上ですが、７節賃金で７１万２,０００

円。これは、作業員賃金でありますけれども、ユクエピラチャシ跡の火山灰散布、それか

ら、中斗満の郷土資料展示作業の賃金であります。それから、１１節需用費５９万９,０

００円で、消耗品で５６万３,０００円。この中には中斗満郷土資料展示用のカラーボー

ドパネルの予算も４５万３,０００円ほど含まれております。それから、役務費１６６万

７,０００円。施設周辺整備ですが、まず、ユクエピラチャシ跡の景観維持管理で草刈り

６３万７,０００円、それから、火山灰の運搬業務４３万２,０００円、斗満駅逓の看板作

製委託３５万１,０００円などが含まれております。それから、１８節、２万８,０００

円。額は小さいのですが、関資料館の案内用のパネルスタンド１枚。１９節負担金補助及

び交付金は、前年度と同額計上です。

５項保健体育費１目保健体育総務費２９９万９,０００円。１９万９,０００円の減額で

ありますが、報酬、報償費、旅費、需用費、使用料及び賃借料、負担金補助及び交付金

は、例年どおりの計上となります。

それから、２目体育施設費１,５５１万７,０００円。１１５万８,０００円の増です

が、これは委託料の増が主な要因です。需用費３４７万２,０００円、修繕料で８０万３,

０００円。これは、町民プール照明用配管、配線の修繕６０万３,０００円、パークゴル

フ場内のトイレ目隠し木柵の修繕３４万６,０００円の予算になります。それから、役務

費、委託料、使用料及び賃借料、原材料費、備品購入費については例年どおりの計上とな

ります。

３目学校給食費４億４,２４５万６,０００円。比較で４億３,９４４万１,０００円の増
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となります。これは、学校給食に係る給食センター建設の予算、それから嘱託職員の人件

費１名分の予算、合わせて４億４,２４５万６,０００円の予算となります。

資料のナンバー５９をお開きください。

資料ナンバー５９は、給食センター、仮称ですけれども、建設事業経費一覧と平面図で

ございます。平成２５年度に見積もりした額と平成２６年度予算において比較した形で掲

載しております。

まず、嘱託職員、これは、嘱託職員というのは、うちの嘱託職員の規定を適用しまし

て、地公法上の非常勤の特別職という位置づけで１年間雇用するものであります。その人

件費、社会保険料、手当関係５１３万６,０００円。

それから、工事監理委託料３９４万７,０００円。

それから、建築主体工事で、建築主体、機械設備、電気工事、厨房機器、外構工事、４

億７３９万２,０００円で、５,１２３万５,０００円ほど、消費税のアップ分も含めて増

となっております。

それから、備品購入費で、厨房備品、事務用品、配送車、２,２５３万７,０００円で２

２７万５,０００円ほど、消費税アップ分も含めて増となっております。

あと、その他の経費として、事務費関係、旅費、役務費関係５５万１,０００円、５１

万円の増。これは、道庁への協議ですとか、そういう経費の増に伴います５１万円の増と

なります。

合わせて４億３,９５６万３,０００円で、１１節の２８９万３,０００円を足すと、４

億４,２４５万６,０００円となります。差額として５,９２７万１,０００円の増と。それ

から、保育所、小学校、中学校の搬入口の改修９４０万９,０００円、２６万４,０００円

ほどの増となります。合わせて、平成２６年度予算においては４億４,８９７万２,０００

円、平成２５年度見積もり額等の差額５,９５３万５,０００円ほどの増となります。

それから、平面図は後ほどごらんをいただきたいと思います。

それでは、予算書の１４７ページにお戻りください。

共済費１１４万８,０００円。これは、嘱託職員に係る分。それから、賃金３９３万２,

０００円。これは、管理栄養士を嘱託職員として平成２６年度一年間雇用するわけですけ

れども、その者に係る賃金であります。それから、旅費４３万２,０００円。これは、道

庁協議ですとか視察も含めた旅費。需用費２８９万３,０００円は、食料費、弁当休みの

日１０回分の計上となります。それから、賄い材料費、牛乳１７５万９,０００円は継続

です。それから、１２節役務費１４万５,０００円。これは、廃棄処理、これは配送車の

リサイクル、各種検査手数料は給食センターの完成検査に係る手数料、あと、保険料、建

物共済、自動車損害保険であります。委託料３９４万７,０００円は工事監理、工事請負

費は４億７３９万２,０００円。学校給食センター建設については３億９,２２１万２,０

００円、外構工事が１,５１８万円です。備品購入費は２,２５３万７,０００円、事務

用、作業用、それぞれ３１０万９,０００円、１,１９９万３,０００円。それから、公用
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車、これは配送車１台ですが、７４３万５,０００円。これは、追加説明資料、追加２の

ナンバー１にカタログをつけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費６万７,０

００円。９節旅費、需用費、これは例年どおりの計上。

２目林業用施設災害復旧費、旅費、需用費も例年どおりの計上。

２項公共土木施設災害復旧費１目道路橋りょう災害復旧費７万２,０００円。旅費、需

用費、負担金補助及び交付金は、例年どおりの計上であります。

次、１２款公債費１項公債費１目元金４億６,８２４万８,０００円。

２目利子、５,６９７万６,０００円の予算です。

合わせて、公債費で５億２,５２２万４,０００円の計上となります。

なお、地方債の現在高見込み調書は１６０ページにありますので、後ほどごらんをいた

だきたいと思います。

１３款予備費は、前年度同額、４００万円を計上しております。

以上で歳出を終わりまして、歳入、１１ページをお開きください。

２、歳入であります。

１款町税１項町民税１目個人、９,７５７万５,０００円の計上であります。１２月補正

後の数値が９,９０８万７,０００円ですので、それよりも１５１万２,０００円少ない９

８.４７％で計上しております。ただし、前年度の比較でいきますと、２１８万８,０００

円ほどの増となります。現年分は９,７３９万７,０００円で、１２月補正後、９,８９０

万円から見ると１５０万３,０００円ほどの減額で、１.５％の減額となります。ただ、前

年度は９,５２０万円で見ておりましたので、２.３％の増となります。増額の要因として

は、所得の伸びが見込まれるということであります。それから、滞納繰越分は１７万８,

０００円。

それから、２目法人１,２９０万５,０００円。前年比４９５万円の減額、２７.７％の

減額となります。これは、要因としては、事業所の減、それから法人収益の減が主な要因

として考えられます。

それから、２項固定資産税１目固定資産税１億４,５２６万円。前年度と比較すると７

４３万４,０００円の減額、４.９％の減となります。現年度分１億４,５１２万４,０００

円。それで、前年度当初が１億５,２６０万１,０００円ですから、７４７万７,０００円

の減額となります。要因としては、償却資産の減額が主であります。

それから、２目国有資産等所在市町村交付金は、前年度と同額６４１万１,０００円を

計上。

３項軽自動車税１目軽自動車税は４７８万８,０００円で、現年度分で１,１９５台分、

４７８万４,０００円であります。平成２５年当初が１,１９２台ですので、３台増となり

ます。

それから、次のページ、４項町たばこ税１目町たばこ税ですが、２,２４８万５,０００
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円で、前年比２２５万９,０００円の減となります。減額の要因は、禁煙者の増加による

本数の減が大きな要因であります。

２款地方譲与税１項自動車重量譲与税１目自動車重量譲与税５,５５２万１,０００円の

計上。

２項地方揮発油譲与税は２,３５０万円の計上。

３款利子割交付金は６７万５,０００円の計上。

４款配当割交付金、２８万９,０００円の計上。

５款株式等譲渡所得割交付金、７万９,０００円の計上であります。

それから、６款地方消費税交付金、４,１４０万円の計上で、１,４４０万円伸びており

ます。これは、消費税５％のときは国が４％、地方が１％でして、この２分の１ずつが都

道府県と市町村の割合となります。これが今年度は３％伸びて８％に引き上がることに

よって、国の分が６.３％、地方分が１.７％でありまして、その２分の１、市町村が０.

８５％、都道府県が０.８５％で、０.３５％ずつ伸びます。それに伴う増額を見込んだ計

上であります。

７款自動車取得税交付金１,０００万円、前年度同額です。

８款地方特例交付金３６万７,０００円。

それから、９款地方交付税は２１億５,７３３万７,０００円の計上で、普通地方交付税

で１９億７,７３３万７,０００円、特別地方交付税で１億８,０００万円を計上しており

ます。

１０款交通安全対策特別交付金は５４万５,０００円でして、前年度同額であります。

これは、交通違反の反則金をもとにして交付されるものであります。

１１款分担金及び負担金、総務費分担金、地上デジタル中継局施設整備分担金１５２万

１,０００円でして、これは、ＵＨＢ、ＨＴＢから分担金として入ってくるものですが、

平成２１年度から平成２６年度まで、５年間であります。それで、平成２６年度でこの分

担金は終わる予定になります。

それから、２項負担金１目民生費負担金、４３４万５,０００円の計上。老人福祉施設

入所措置等徴収金、これは町外養護老人ホーム入所者の負担金でありまして、１１名分で

あります。前年度、平成２５年度が９名でしたから、２名増の負担金となります。

それから、１２款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料１節行政財産使用料、６

２５万９,０００円の計上であります。算出としては例年どおりの計上となります。２節

福祉館等使用料も例年同様、３節タウンホール使用料は１０万円を計上、４節ふるさと交

流センター使用料は１,６１９万５,０００円でして、前年度から見ると３８７万８,００

０円ほどの増となりますが、これは歳出でも説明させていただきましたけれども、利用者

増に伴う収入増となります。それから、５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料１,５６６

万円。これについては例年並みの計上となります。

それから、２目民生使用料、１節老人福祉使用料、高齢者福祉施設使用料、これは福寿
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荘の６室６名分の使用料になります。次のページ、２節児童福祉使用料８２８万円。これ

は、保育所の使用料でありまして、６４名分の使用料になります。２歳児が１０名、３歳

児が１８名、４歳児が１４名、５歳児が２２名。前年度が全体で５７名でしたから、今年

度は６４名と、７名ふえた形の８２８万円の計上であります。３節福祉住宅使用料７２万

円。これは、からまつ荘６戸分です。

３目衛生使用料５９９万２,０００円。１節保健衛生使用料ですが、これは、公衆浴場

の使用料、墓地の使用料。それから、２節水道使用料、これは、小利別地区の専用水道使

用料になります。消費税改正分を含めて３８０万円、前年度から２０万円の増であります

けれども、平成２５年度、消費税が５％のときは３６０万円、今年度も５％とした場合に

は３７０万円ですけれども、それに消費税改正分１０万円が上乗せになって、２０万円増

の３８０万円となります。

４目農林水産使用料５１１万５,０００円、２５万４,０００円の減額。１節農林水産使

用料、２節営農用水使用料となります。加工センターは例年並みの計上、営農用水使用料

は４９４万円で、前年度から見ると２６万円の減となります。平成２５年度は消費税５％

で５２０万円の予算でありましたけれども、平成２６年度は５％で予算を見ますと４８０

万円ということで、４０万円ほどの減額となります。それで、消費税８％、３％上乗せ改

正することによって１４万円の増となりますので、差し引き２６万円の減額となります。

それから、５目商工使用料は例年どおりの計上。

６目土木使用料の道路橋りょう使用料、河川使用料、住宅使用料、集会所使用料、それ

から７目教育使用料については例年同様の計上、資料館使用料、これは関寛斎資料館です

が、入館者の増に伴って、前年比２万４,０００円増の１１万７,０００円。学童保育所使

用料１６８万円、これは２０人分の計上。前年度も同じ２０人分です。

２項手数料１目総務手数料１４８万１,０００円。総務手数料、これは例年並みの計

上。

２目衛生手数料５８２万１,０００円も例年並みの計上になります。

それから、３目農林水産手数料、営農用水手数料、これも前年度同額であります。

１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１節社会福祉費負担金７,３４７万

８,０００円。国民健康保険の保険基盤安定負担金１４５万円。これは、国保税の軽減

分、保険者支援分２９０万円の２分の１分、１４５万円。障害者介護給付費負担金、これ

は、事業費の２分の１分、４,２９０万４,０００円。障害者訓練等給付費負担金、これも

２分の１分、２,８３０万５,０００円。身体障害者自立支援医療費負担金、これも２分の

１分、４９万７,０００円。それから、身体障害者補装具交付及び修理負担金、これも２

分の１分、３２万２,０００円であります。それから、２節児童福祉費負担金１,７５５万

６,０００円。まず、上の被用者児童手当負担金、特例給付負担金、非被用者児童手当負

担金、被用者小学校修了前特例給付負担金、同じく非被用者の小学校修了前の特例給付負

担金、それから、一番下の中学修了前負担金は、児童手当支給に係る国の負担金でありま
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す。下から２番目の障害者育成医療費負担金、それから身体障害児補装具交付負担金、障

害者介護給付費負担金、これは、それぞれ事業費の２分の１分の交付になります。

２目衛生費負担金１節保健衛生費負担金、これは科目存置になります。

２項国庫補助金１目総務費補助金７９９万２,０００円。総務管理費補助金、これは、

マイナンバー制度に係る社会保障税番号の導入に係る補助金であります。

それから、２目民生費補助金１,８３０万円。社会福祉費補助金でありますけれども、

まず、地域生活支援事業費補助金は、事業費の２分の１分の７３万５,０００円、それか

ら、臨時福祉給付金事務費補助金１３１万５,０００円、それから、次のページの臨時福

祉給付金事業費補助金１,３２５万円、子育て世帯に対する臨時特例事業補助金３００万

万円。歳入歳出同額の事業となります。

それから、３目土木費補助金８２９万円、前年比３,４６９万２,０００円の減額であり

ます。まず、道路橋りょう費補助金２２４万円、ここで１,５９６万円ほどの減額。今年

度、平成２６年度は、道路ストック総点検事業交付金の補助金であります。それから、住

宅費補助金６０５万円。これは、社会資本整備総合交付金でありまして、新町団地の実施

設計費、解体費に係る補助金となります。

４目教育費補助金５,３７１万７,０００円、３,８１９万６,０００円ほどの増となりま

すが、１節教育総務費補助金５,３６８万７,０００円。まず、学校施設環境改善交付金

５,３５０万３,０００円。これは、学校給食センター建設に係る国の補助金。それから、

学校支援地域本部事業１８万４,０００円であります。それから、２節小学校費補助金、

それから３節中学校費補助金、これは例年どおりの計上となります。

それから、３項委託金１目総務費委託金、総務管理費委託金ですが、ここに記載のとお

り、それぞれ経常的な、例年どおりの計上でありますが、ただ、人権啓発活動委託金１０

万円、これは、歳出でも説明しました人権啓発に係る人権の花運動用の１０万円の委託金

であります。

それから、２目民生費委託金１節児童福祉費委託金、これは科目存知。それから、２節

国民年金費委託金１１８万円、これは例年どおりの計上。

１４款道支出金１項道負担金１目民生費負担金６,２１３万６,０００円。１４４万９,

０００円の増ですが、１節社会福祉費負担金５,７９４万９,０００円。まず、２段目の国

民健康保険事業保険基盤安定負担金９８０万円。これは、国保税軽減分の財政支援分の

１,２１０万円の４分の３、９０７万５,０００円、同じく保険者支援分２９０万の４分の

１、７２万５,０００円を合わせた９８０万円。それから、後期高齢者医療保険基盤安定

負担金１,０９９万９,０００円。これは、後期高齢者医療特別会計への繰出金になります

けれども、後期高齢者の負担金１,４６６万６,０００円の４分の３分になります。それか

ら、障害者介護給付費負担金、障害者訓練等給付費負担金、身体障害者自立支援医療費負

担金、身体障害者補装具交付及び修理負担金、これは、それぞれ各事業費の４分の１分の

交付になります。それから、２節児童福祉費負担金４１８万７,０００円。これは、児童
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手当に係る道の負担分になります。２２ページの下から２番目の特例給付負担金、中学修

了前負担金、この二つも児童手当に係る分です。その上の三つ、障害者介護給付費負担

金、身体障害児補装具交付負担金、障害者育成医療費負担金、これは、それぞれ事業費の

４分の１分の交付となります。

２目衛生費負担金１節保健衛生費負担金、これは科目存置となります。

２項道補助金１目民生費補助金１,４１８万１,０００円。６９９万４,０００円の増で

ありますが、１節社会福祉費補助金６８１万６,０００円で、重度、ひとり親、乳幼児

は、それぞれ例年どおりの計上、それから、地域生活支援事業費補助金、これは４分の１

分の補助となります。それから、２節児童福祉費補助金７３６万５,０００円。子育て支

援対策事業費補助金でありますが、まず、子ども・子育て支援制度システム改修に係る補

助金が１６３万１,０００円、それと、平成２５年度までありました次世代育成支援対策

交付金、これは国庫補助でしたけれども、次世代育成支援対策交付金というのは保育所の

補助金でありましたけれども、これが子育て支援対策事業補助金の中に含まれておりま

す。５７３万４,０００円。子育て支援のシステム改修１６３万１,０００円と子育て支援

対策事業補助金５７３万４,０００円を足した７３６万５,０００円の計上です。

それから、２目衛生費補助金１４万４,０００円。これは、記載のとおりの補助金であ

ります。

それから、３目農林水産業費補助金１億２,４７６万１,０００円。１,９８１万３,００

０円の増ですが、１節農業費補助金で６,０３５万５,０００円。ここに記載のとおりの、

例年どおりの計上となります。一番下から二つ目、経営所得安定対策直接支払推進事業補

助金１９万５,０００円。これは、平成２５年度までの戸別所得補償制度推進事業に係る

補助金となります。それから、新規就農総合支援事業補助金３００万円。これは、平成２

５年度までの青年就農交付金となりまして、経営開始型２名分となります。それから、２

節林業費補助金６,４４０万６,０００円。前年度より２,５２１万円ほど増となっており

ます。これは、記載のとおりの補助金であります。新規のものとしては、下から三つ目の

経営林道ポントマム川沿線７５０万円の補助金、それから、林業専用道勲祢別線開設事業

補助金１,３７０万８,０００円の補助金となります。

それから、４目商工費補助金１節消費者対策費補助金１０９万４,０００円。これは、

例年どおりの計上となります。

３項委託金、１目総務費委託金、それから２目衛生費委託金、３目農林水産業費委託

金、それから４目商工費委託金、それから、５目土木費委託金のうち建築確認調査事務委

託金、これは、それぞれ権限移譲にかかわる各科目の道からの委託金になります。

それから、１５款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入３,９２１万１,０００

円。１節土地建物貸付収入２,３９３万８,０００円で、これは例年どおりの計上となりま

す。２節通信設備貸付収入８１６万４,０００円。これは、光ファイバー網貸付収入であ

りまして、平成２５年度は３９７件でしたが、今年度当初においては４２０件と、２３件
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増の８１６万４,０００円です。それから、３節機械器具等貸付収入７１０万９,０００

円。これは、農業用機械貸付収入ですけれども、コントラからの貸付金収入となります。

これは、いきいき産業支援基金に積み立てとなります。

それから、次のページ、２目利子及び配当金６８８万円。これは、それぞれ説明欄に記

載の各基金に係る利子の積み立てであります。

２項財産売払収入１目不動産売払収入２,０００円。１節土地売払収入、２節建物売払

収入、これは、それぞれ科目存置の計上。

２目物品売払収入１,２３１万７,０００円、８９７万９,０００円の増。生産物売払収

入であります。町有林素材売払収入２１９万２,０００円。これは、分線、宇遠別の間伐

１３.９２平米に係る分。次のページ、町有林立木売払収入１,０１２万５,０００円は、

弥生の皆伐１２.０８ヘクタールに係る分であります。

それから、１６款寄附金１項寄附金１目一般寄附金１,０００円は、科目存置。

１７款繰入金１項基金繰入金１目ふるさと整備基金繰入金２億７,０７０万円。説明欄

に記載の各事業に充当する分２億７,０７０万円であります。

それで、給食センター建設事業２億４,０００万円の取り崩しでありますけれども、実

は、平成２５年度で国の地域の元気臨時交付金３,１６２万６,０００円をふるさと整備基

金に積んでおりましたが、その分もこの２億４,０００万円の中に入っております。それ

から、平成２４年度で寄附を受けた分、その分もこの中に入っております。したがって、

実質的には２億６３７万４,０００円のふるさと整備基金の取り崩しとなります。

それから、２目いきいき産業支援基金繰入金８,４００万円。これは、説明欄に記載の

事業に充当の８,４００万円であります。

それから、次のページ、３目ふるさと銀河線跡地活用等振興基金繰入金３,５５０万

円。説明欄に記載の事業に充当する分３,５５０万円であります。

それから、町有林の基金は、町有林野管理事業に充当。

５目地域福祉基金繰入金５９０万円は、老人福祉関係ということで、デイサービス事業

補助金に充当。

公共施設等維持管理基金繰入金６,８６０万円は、１９の事業に充当し、６,８６０万円

の取り崩しとなります。

１８款繰越金については、前年度繰越金１,０００万円を前年度同額で計上。

１９款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金、これは６万円の増です。

それから、２目加算金については科目存置。

それから、２項町預金利子１目町預金利子については３５万円の計上。

３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入３,８８４万３,０００円は、優良家畜導入

貸付金の償還金、８月３１日の約定日償還分。

２目貸付金元利収入７,００２万８,０００円は、ここに記載の事業の貸付金収入７,０

０２万８,０００円であります。
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３目奨学資金貸付金収入７９万５,０００円については、高校生４人分、大学生８人

分、合わせて１２人分の貸付金収入となります。

それから、４項受託事業収入１目農業費受託事業収入２９万７,０００円。これは、第

２トラリ地区の事業費相当分。

それから、２目土木費受託事業収入１３万８,０００円。道道除雪作業委託に係る委託

金の収入です。

それから、５項雑入１目滞納処分費、２目弁償金、これは、それぞれ前年度同額であり

ます。

３目雑入３,０７０万８,０００円。前年度より１,０８３万１,０００円の増ですが、ま

ず、１節介護予防支援報酬、これは例年どおりの計上。２節高齢者福祉施設負担金、福寿

荘の入居者６人分の負担金、これは、前年度同額３３２万１,０００円。３節電話使用料

５万４,０００円、それから、４節電気等使用料１２万１,０００円。これは、それぞれ例

年並みの計上となります。それから、５節雑入２,６８５万７,０００円。社会保険料、こ

れについては、臨時職員、それから地域おこし協力隊員、学習支援員、保育所公務補な

ど、１４名分の社会保険料個人負担分の雑入。それから、生命共済、自動車損害、全国町

村会、町史売払、町広報紙、これらについては例年どおりの計上となります。それから、

不用物売払収入１５２万６,０００円。これは、旧ふるさと銀河線の第１６、１７橋梁の

レールの売り払いに係る収入であります。それから、ふるさと交流センター燃料等使用料

３５３万円。コインロッカー使用料から農畜産物加工研修センター原材料までは例年どお

りの計上となります。加工品等販売収入２６２万２,０００円。これは、鹿肉ジャー

キー、牛乳、鹿しぐれ煮、これらの売払代金であります。それから、ニトリ北海道応援基

金助成金、これは、町民植樹祭の苗木代、町有林被害地造林事業苗木代の合わせて９６万

９,０００円であります。それから、ミネラルウオーター売払代金４２万円。これについ

ては、平成２６年度は一応６,０００本を目標にしておりまして、平成２５年度が３,００

０本、平成２６年度が６,０００本で、３,０００本増の２１万円増で、４２万円を計上し

ております。

それから、下から２番目の北海道市町村振興協会特別支援金１１７万３,０００円。実

は、これは北海道市町村振興協会設立３５周年記念特別支援事業として、平成２６年度限

りですが、道内、札幌市を除く１７８市町村に交付されるものであります。支援の対象と

しては、防災・減災対策として、備品庫ですとか備蓄品、その購入が対象でありまして、

災害対策費に充当を考えてございます。それから、社会教育事業参加料６,０００円。こ

れは、通学学習事業の参加費、６００円の１０人分であります。

それから、４目過年度収入１節林業費補助金過年度収入２１６万７,０００円は、平成

２５年度旧鉄道林地ごしらえ０.７３ヘクタール、国有林分収林、被害地造林２０.３９ヘ

クタールに係る補助金の過年度収入であります。

それから、２０款町債１項町債になりますが、１目総務債９,３１０万円。過疎地域自
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立促進特別事業、ソフト分であります。これについては、７,７１０万円、資料２３に一

覧を載せております。後で見てください。それから、銀河の森専用水道施設等改修事業３

６０万円。これは、過疎債になります。交流センター改修事業１,２４０万円。これは、

緊急防災・減災事業債。

２目農林水産業債１節農業債２,２５０万円。これは、第２トラリ地区の２,２５０万

円。これは、辺地債になります。２節林業債３,４４０万円。小規模治山事業７８０万

円。これは、一般単独事業の防災対策事業となります。林業専用道勲祢別線開設工事２,

６６０万円は過疎債。

３目土木債は、町道元町１号通り１,６１０万円。これも過疎債になります。

４目消防債ですが、６,９３０万円。消防自動車購入事業負担金については、過疎債６,

７００万円、高機能指令センター整備事業、これは、緊急防災・減災事業債４０万円。そ

れから、防災備品庫整備事業１９０万円も緊急防災・減災事業債。

５目教育債は、学校給食センター建設事業１億４,０００万円、過疎債になります。

６目臨時財政対策債、１億３,５００万円。

以上で歳入を終わりまして、予算書の７ページをお開きください。

７ページは、第２表債務負担行為であります。

事項は、平成２６年度陸別町農業近代化資金利子補給、平成２７年度から平成３５年度

まで、限度額４９２万１,０００円。

平成２６年度陸別町中小企業経営安定資金利子補給、平成２７年度から平成３６年度ま

で、限度額１８６万５,０００円。

第３表地方債ですけれども、起債の目的、一般単独事業（防災対策事業）、上陸別地区

の小規模治山事業７８０万円。これは、１００％充当の１０年償還、据え置きなしで３０

％が算入になります。

それから、辺地対策事業、第２トラリ地区畑地帯総合整備事業２,２５０万円。これは

辺地債でして、１００％充当、１０年償還の２年据え置きで８０％算入。

過疎対策事業３億３,０４０万円。これは、１００％充当、１２年償還の３年据え置き

で７０％算入であります。

それから、緊急防災・減災事業１,４７０万円。これは、１００％充当で、１０年の償

還で据え置きなしの７０％算入。

それから、臨時財政対策債は、２０年償還の３年据え置きで１００％算入、１億３,５

００万円。

合わせて５億１,０４０万円。

起債の方法は、普通貸借または証券発行。

利率は４％以内。ただし、利率の見直しを行った後においては当該見直し後の利率。

償還方法、借入先の融通条件による。ただし、町財政の都合により据え置き期間短縮も

しくは繰上償還をすることができると。
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以上で、議案第２０号の説明を終わります。

○議長（宮川 寛君） ２時２０分まで休憩をいたします。

休憩 午後 ２時０７分

再開 午後 ２時２０分

○議長（宮川 寛君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。

佐々木副町長。

○副町長（佐々木敏治君） それでは、議案第２１号について説明します。

平成２６年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところによ

る。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用。

まず、資料６０ページをお開きください。

資料ナンバー６０は、平成２６年度の国保会計予算の前年度比較でありまして、上の表

が歳入、下が歳出となっております。各項目ごとに平成２５年度当初予算と３月補正前、

平成２５年度の決算見込み、そして平成２６年度当初予算の金額、予算と比較をしており

ます。国保税も２４９万７,０００円の減額。これは、つまり人口減少に伴う税収減もあ

ります。

それから、繰入金関係では、歳入ですけれども、財政対策分で１,０６９万３,０００円

の減額、基金繰入金も、平成２６年度当初では取り崩しをしないという予算になっていま

す。というのは、平成２５年度も当初予算と比較すると、歳出のほうでは療養給付費関係

が伸びておりましたけれども、昨年度もそうですけれども、当初予算の段階では、ある程

度抑制をした形での予算になっております。つまり、医療費を多く見ることによって、財

政負担、歳入関係の伸びですとか、そういった部分が出てきますので、できるだけ現状の

中での、低く歳出を見込んだ形で予算編成をせざるを得ないという、ここ一、二年の国保

会計の予算の状況になっています。

したがって、歳出においても、療養給付費関係では１,０００万円、それから、退職に

ついても５００万円というぐあいに、ある程度医療費関係を低く抑えて予算を編成してい

るということをまず御理解をいただきたいと思います。

それでは、予算書の事項別明細書、歳出、１２ページをお開きいただきたいと思いま

す。
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３、歳出であります。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２４０万５,０００円で、８万５,０００円ほ

どの減額。旅費から需用費、役務費、委託料、負担金補助及び交付金、積立金、これは利

子の積み立てですけれども、例年どおりの予算計上。

２目連合会負担金５７万５,０００円も、これは国保連合会の通知に基づくものです

が、例年どおりの計上。

２項徴税費１目賦課徴収費５６万７,０００円。３万５,０００円の増ですが、需用費、

役務費、負担金補助及び交付金も例年どおりの計上です。負担金の十勝圏複合事務組合に

ついては、税滞納整理機構への負担金でありまして、４名分、１４１万６,５０４円を引

き継ぎする予定であります。

３項運営協議会費１目運営協議会費１７万５,０００円ですが、報酬、共済費、旅費、

例年どおりの予算の計上となります。

次のページ、２款保険給付費１項療養諸費１目一般被保険者療養給付費２億２,５００

万円、前年度より１,０００万円の減額。

２目退職被保険者等療養給付費１,１００万円、前年度より５００万円の減額。

３目一般被保険者療養費１１５万円、前年度同額であります。

４目退職被保険者等療養費１５万円、これも前年度同額。

５目審査支払手数料６０万円、これも前年度同額を計上しております。

２款保険給付費２項高額療養費１目一般被保険者高額療養費２,８００万円、これも前

年度同額を計上。

２目退職被保険者等高額療養費１００万円。これは、前年度から１３０万円ほど減額を

して計上しております。

３目一般被保険者高額介護合算療養費、４目退職被保険者等高額介護合算療養費、それ

ぞれ１,０００円の計上ですが、これは科目存置となります。

２款保険給付費３項移送費１目一般被保険者移送費、２目退職被保険者等移送費、これ

もそれぞれ科目存置となります。

４項出産育児諸費１目出産育児一時金１２６万円。負担金、これは４２万円の３件分で

あります。

次、５項葬祭諸費１目葬祭費１０万円。これは、葬祭費１０件分であります。

３款後期高齢者支援金等１項後期高齢者支援金等１目後期高齢者支援金４,４９８万３,

０００円。前年度より２３９万７,０００円ほどの増となっておりますが、説明欄にある

医療費拠出金が４,４９７万９,０００円。これは、２３９万７,０００円ほどの増となり

ます。これは、国保連からの通知に基づいて計上しております。

それから、４款前期高齢者納付金等１項前期高齢者納付金等１目前期高齢者納付金３万

４,０００円。負担金、医療費拠出金３万円。これも国保連通知に基づく計上となりま

す。
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５款老人保健拠出金１項老人保健拠出金１目老人保健事務費拠出金４,０００円。これ

は、前年度同額を計上しております。

６款介護保険納付金１項介護保険納付金１目介護保険給付費納付金１,９６４万円。１

０５万円の増です。これは、支払基金からの通知に基づきまして、概算額の計上となって

おります。

それから、７款共同事業拠出金１項共同事業拠出金１目高額医療費拠出金１,９９４万

２,０００円。６７万４,０００円ほどの増ですが、これも医療費拠出金として、国保連か

らの通知に基づく計上。

２目その他事務費拠出金、これは科目存置。

３目保険財政共同安定化事業拠出金５,０７４万９,０００円。医療費拠出金であります

が、これも国保連からの通知に基づく計上。

４目高額医療費共同事業事務費拠出金、５目保険財政共同安定化事業事務費拠出金、こ

れは、それぞれ科目存置となります。

８款保健事業費１項特定健康診査等事業費１目特定健康診査等事業費２４５万３,００

０円。１８万６,０００円ほどの減額となりますが、役務費、委託料は例年どおりの計上

ですが、まず、委託料で共同電算事務７万３,０００円。これは、健診データの管理でし

て、２９５名分のデータ管理。それから、健康診査等２２１万円。これは、特定健診２７

０人分の計上となります。

２項保健事業費１目保健事業費１７５万１,０００円。報償費２万円は国保ゲートボー

ル大会用、需用費４３万５,０００円は国保啓発用の消耗品、印刷製本費４１万５,０００

円は、くらしのカレンダー、啓発チラシです。それから、１２節役務費１７万円は、医療

費通知関係、健診の案内用。委託料１０９万３,０００円、共同電算業務。それから、健

康診査８０万６,０００円。これは、４０歳未満の健診３０名分、それから、インフルエ

ンザ、６５歳から７５歳未満の方の２００人分。今年度から１人当たり２,８００円、前

年度２,５００円ですから、１人当たり３００円のアップとなっております。それから、

会場等設営８万円。これは、ふれあい広場ステージの作製。運動教室１４万４,０００円

は、特定健診後の運動教室８回分です。それから、１９節負担金補助及び交付金３万３,

０００円は、償還払いでして、インフルエンザ予防接種助成１０人分です。

９款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目償還金２０万円。国保税還付金でして、前

年度同額計上。

２項延滞金については科目存置。

それから、３項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金７８０万４,０００円。これは、国

保直診会計への繰出金、へき地診療所運営分であります。

それから、予備費は３００万円、前年度同額。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

７ページ、歳入。
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１款国保税１項国保税１目一般被保険者国民健康保険税。算定に当たりましては、被保

数７６０人で算定をしております。平成２５年度においては被保数７９５人で見ておりま

したけれども、被保数で３５人の減となります。現年課税分で７,６３８万７,０００円、

国保税では３０万５,０００円の増となっておりますけれども、これは、過去の実績に基

づいて、電算によるシミュレーションによって数字をはじいています。それから、滞納繰

越分で９９万２,０００円。

２目退職被保険者等国民健康保険税。被保数４８人で算定をしております。平成２５年

度は４９人、１名減であります。現年度課税分で２９９万３,０００円、滞納繰越分で２

万２,０００円であります。

それから、次に、８ページ、２款国庫支出金１項国庫負担金１目療養給付費等負担金

７,１００万１,０００円。現年分が７,１００万円、過年度分が１,０００円。

２目高額医療費共同事業負担金４９８万５,０００円。これは、拠出金の４分の１分で

あります。

３目特定健康診査等負担金３６万７,０００円。これは、特定健診の受診率ですけれど

も、目標は６０％になります。ただ、平成２５年度の受診率の見込みでいきますと４５.

６％、平成２６年度の見込みとしては４６％を目標に健診を進めるという考え方でありま

す。

それから、２項国庫補助金１目財政調整交付金２,６３０万７,０００円。普通調整交付

金を１,８５０万３,０００円、特別調整交付金を７８０万４,０００円で計上しておりま

す。この特別調整交付金７８０万４,０００円は、全額直診会計への繰出金となります。

それから、３款療養給付費交付金１項療養給付費交付金１目療養給付費交付金１,３０

０万１,０００円。現年分で１,３００万円。これは、支払い基金より入ってくるお金にな

ります。退職者医療給付費に充当されるのが主なものであります。

４款前期高齢者交付金１項前期高齢者交付金１目前期高齢者交付金１億３７２万円で、

２,５４２万２,０００円の増となっております。この制度は平成２０年度からスタートし

ておりますけれども、当該年度の概算額と２年前の精算額との差し引きの額を納付する形

になりますけれども、平成２６年度の概算額が９,４５６万２,３３３円、それで、平成２

４年度の精算額が９１５万７,８８９円のマイナスと。合わせまして１億３７２万２２２

円を負担すると。ただ、２,０００円については調整分で減額となります。

それから、５款道支出金１項道負担金１目高額医療費共同事業負担金４９８万５,００

０円。これは、拠出金の４分の１分であります。

それから、２目特定健康診査等負担金３６万７,０００円。これは、国と同額の３６万

７,０００円となります。

それから、２項道補助金１目財政調整交付金１,８６０万円。５６０万円ほどふえてお

りますが、内訳としては、普通調整交付金が１,２６０万円、特別調整交付金が６００万

円の内訳となっております。
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６款共同事業交付金１項共同事業交付金１目共同事業交付金１,２００万円。これは、

国保連より入ってきます。

それから、２目保険財政共同安定化事業交付金５,０００万円。これも国保連から入っ

てくるお金であります。

それから、次のページ、７款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金２万７,０

００円。国民健康保険基金利子２万７,０００円であります。

８款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金３,１２７万８,０００円。前年比１,

００６万円の減額であります。１目保険基盤安定繰入金１,５００万円。これは、保険料

軽減分が１,２１０万円、保険者支援分が２９０万円となります。それから、２目その他

一般会計繰入金１,６２７万８,０００円、これが１,００６万円の減額となっておりま

す。出産育児一時金分は、４２万円の３分の２分の３件。事業費分で１,５４３万８,００

０円で、総務費分、それから保健事業分、特定健診分、葬祭費、財政対策分の内訳となり

ます。

それから、８款繰入金の国民健康保険基金繰入金は、廃目となります。

９款繰越金１項繰越金１目繰越金の前年度繰越金、５００万円を計上しております。前

年度同額になります。

それから、１０款諸収入１項延滞金加算金及び過料、各四つの目がありますが、それぞ

れ科目存置となります。

同じく２項雑入１目一般被保険者第三者納付金から４目退職被保険者等返納金までは科

目存置であります。

５目雑入５１万円、前年度同額ですが、健康診査等個人負担金であります。４０歳未満

の健診３０人分、１人３,５００円の３０人分で１０万５,０００円、特定健診２７０人

分、１人１,５００円で４０万５,０００円の内訳となります。

以上で議案第２１号の説明を終わりまして、次、議案第２２号の説明に移ります。

議案第２２号、平成２６年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計予算は、

次に定めるところによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

一時借入金。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

それでは、資料ナンバー６１をお開きください。

資料のナンバー６１は、平成２６年度の陸別町国民健康保険関寛斎診療所の収支予算資

料となります。

歳入については、平成２５年度当初予算と平成２６年度との比較になります。診療収入
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においては、３５５万８,０００円ほどふえております。入院収入では１０９万５,０００

円の減ですが、外来収入で４００万円ほどの増となっております。それから、道支出金で

３８０万６,０００円の増ですが、これは医療機器購入に係る補助金の増と。それから、

繰入金で７７７万９,０００円ほど増となっております。それで、直診会計が４億１,８８

７万９,０００円となります。

それから、歳出のほうですけれども、総務費の人件費で３３８万１,０００円の増、１

７名分を計上しておりますが、看護師１名の採用を見込んで、１名分増の人件費を計上し

ております。それから、医業費では、機械器具費で６９５万１,０００円ほどふえており

ますが、超音波画像診断装置などの購入に係る増となります。それから、医薬品費では２

３１万円ほどの増。それで、歳出が４億１,８８７万９,０００円で、前年比１,５０２万

円の増となります。

３は、参考となる数値ということで、診療収入の推移と繰入金の推移、１日平均患者数

の推移を記載しておりますので、参考にしていただければと思います。

それでは、予算書、事項別明細書、歳出の１１ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項施設管理費１目一般管理費２億５,１１７万１,０００円。４７３万９,

０００円の増ですが、看護師１人採用、増に伴いまして、人件費がふえております。それ

と委託料の増、それから、賃金で２１３万円ほどの減となっております。職員給与費に係

る明細書が１９ページから２３ページにありますので、後ほどごらんをいただきたいと思

います。給料、職員手当、共済費、共済費の中の事務費負担金までは職員人件費に係る

分、その他の共済費、社会保険料等は臨時職員に係る社会保険料となります。７節賃金

２,４０６万４,０００円、２１３万５,０００円の減となっております。それから、報償

費、旅費、交際費、需用費、役務費については例年どおりの計上です。次のページ、委託

料２,５５１万６,０００円。放射線関連検査から医療事務までは例年どおりの計上です。

設備改修で１０９万１,０００円。これは、待合室照明のＬＥＤ化、非常用照明バッテ

リーの交換、誘導灯バッテリーの交換が主なもの。害虫防除４万円。これは、金額は少額

ですけれども、救急入り口からアリが入ってくるということで、その防除を委託するもの

であります。１４節使用料及び賃借料から１９節負担金補助及び交付金までは例年どおり

の計上。

２項研究研修費１目研究研修費１４４万円。これも旅費から需用費、負担金までは例年

どおりの計上。

２款医業費１項医業費１目医療用機械器具費１,０３５万４,０００円。６９５万１,０

００円ほど増ですが、備品購入費１,０１５万４,０００円、医療用備品の購入でありま

す。まず、平成１１年９月に購入した超音波画像診断装置、これは画像が悪くて診療に支

障を来しているということで更新、９８２万８,０００円であります。カタログを資料ナ

ンバー６２につけておりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。それから、
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平成１６年７月に購入したＸ線撮影用ＬＣＤモニターの更新３２万６,０００円でありま

す。合わせて１,０１５万４,０００円。

２目医療用消耗器材費９６０万６,０００円。需用費、役務費、委託料、これはそれぞ

れ例年どおりの計上となっております。

３目医薬品費１億８４５万１,０００円。２３１万円ほどの増ですが、内訳としては、

医薬品に関しましては、診療収入のおおむね４８.６４％程度、１億２００万５,０００

円。それから、１２月の議会で、補正予算で計上しました血液製剤、これが２８４万４,

０００円。それから、予防接種ワクチン３６０万２,０００円の内訳となっております。

それから、４目検査費。報償費、委託料については例年どおりの計上。

同じく、５目寝具費についても例年どおりの計上です。

それから、２項給食費１目給食費２５６万円で、２３３万９,０００円の増ですが、需

用費でふえているのは、その下にある、平成２５年度まで目としてありました給食賄材料

費を廃目にして、給食費のところに科目がえをして計上しております。賄い材料費２３２

万３,０００円をこの科目で計上しております。

それから、３款公債費１項公債費１目元金２,９８８万６,０００円。

２目利子８９万２,０００円。

地方債の見込み額調書一覧については２４ページにありますので、後ほどごらんくださ

い。

次のページ、４款予備費５０万円。これは、前年度同額であります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入、７ページです。

１款診療収入１項入院収入１目国民健康保険診療報酬収入２１９万円、１１９万円の

増。

２目社会保険診療報酬収入４３万８,０００円、３３万８,０００円の増。

３目後期高齢者診療報酬収入１,６６４万４,０００円で、２３５万６,０００円の減。

４目一部負担金収入１５３万３,０００円で、６９万７,０００円の減。

５目標準負担額収入４３万８,０００円で、１１万２,０００円の減。

６目その他診療報酬収入６５万７,０００円で、５４万２,０００円の増。本年度２,１

９０万円の予算となります。

２項外来収入１目国民健康保険診療報酬収入３,４９５万２,０００円で、１０４万８,

０００円の減。

それから、２目社会保険診療報酬収入１,７９０万２,０００円、５９万８,０００円の

減。

３目後期高齢者診療報酬収入８,５２５万円、３２５万円の増。

４目介護報酬収入５１万２,０００円、１万２,０００円の増。

５目一部負担金収入２,７４５万１,０００円で、２８５万１,０００円の増となりま
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す。

その次のページ、６目その他の診療報酬収入４４３万３,０００円で、４６万７,０００

円の減額。本年度外来収入１億７,０５０万円の計上であります。

それから、３項その他診療収入１目諸検査等収入１,７２９万７,０００円。６５万３,

０００円の増であります。説明欄にありますように、事業所健診等で１,０６８万円で、

前年度から見ると６８万円ほどふえた収入となっています。

それから、２款使用料及び手数料１項使用料１目診療所使用料３万６,０００円。これ

は、行政財産使用料ですが、前年度同額を計上しております。

２項手数料１目文書料６３万円。２万円の増であります。

２目請求事務取扱手数料２７万７,０００円。

それから、３款道支出金１項道補助金１目総務費補助金４７７万７,０００円。３８０

万６,０００円ほどの増ですが、施設管理費補助金で、へき地診療所施設整備事業補助

金、超音波診断装置の補助金であります。

それから、４款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４７万２,０００円。これ

は、建物貸付収入であります。

５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１億８,９５９万３,０００円。８１５

万８,０００円の増でありまして、説明欄の中にありますように、まず、医療機器等整備

分５３７万７,０００円、前年度から見ると３１４万５,０００円の増。それから、起債償

還分３,０７０万２,０００円、７４万３,０００円の増。財政対策分１億５,３５１万４,

０００円で４２７万円の増であります。

２目国保事業勘定特別会計繰入金７８０万４,０００円。これは、国保会計からの繰入

金でして、へき地診療所運営費分であります。

６款繰越金１項繰越金、前年度繰越金は、１００万円を前年度同額で計上しておりま

す。

それから、７款諸収入１項雑入１目雑入４５９万３,０００円。私用電話料８,０００

円、それから、雑入４５８万５,０００円。これらはそれぞれ例年どおりの計上でありま

す。

以上をもちまして議案第２２号の説明を終わりまして、次、議案第２３号の説明に移り

ます。

議案第２３号、平成２６年度陸別町の簡易水道事業特別会計予算は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の
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目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

それでは、事項別明細書、歳出、１０ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,２４１万３,０００円の計上であります。

前年比５３７万１,０００円の減額となっております。主なものとしては、公課費、消費

税ですけれども、５８３万８,０００円ほどの減額が主な要因となります。給与費明細

書、特別職に係る報酬、それから職員に係る給与費明細書は、１７ページから２２ページ

までありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

１節報酬３万１,０００円は、水道・下水道審議会１回分。それから、給料、職員手

当、共済費は、職員の人件費の計上であります。９節旅費から需用費、役務費、委託料、

負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上、次のページ、２７節公課費３６万６,０

００円は、消費税納付分、平成２６年度分の中間納付額であります。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費２,４０２万４,０００円。１９３万１,００

０円の増でありますけれども、これは、委託料、需用費、備品購入費の差し引きによる１

８５万３,０００円が主な要因となります。旅費３万４,０００円から需用費、役務費まで

は例年どおりの計上であります。１３節委託料１,３８３万３,０００円。まず、水道メー

ター取りかえ５３３万９,０００円。これは、平成１９年に設置したものの更新１６７カ

所分、７年更新に係る分で５１１万５,９６０円が含まれております。それから、水質検

査については、検査項目の見直しによって７２万１,０００円、２２万６,０００円ほどの

減額。それから、施設設備改修４１０万円につきましては、陸別浄水場のフロキュレー

ター駆動部分の分解整備、薬品を撹拌する機械だそうですけれども、それが１９４万円。

それから、浄水場の計装機器保守点検２１６万円がその内訳となります。それから、その

下の施設設備等点検整備１００万６,０００円。これは、配水管路減圧弁分解整備２カ所

分の予算となります。それから、使用料は例年どおり。備品購入費３３４万円。これは、

水道メーター器の購入でありまして、委託料のメーター取りかえと関連するものでありま

す。水道メーター器１６７個分を含めた備品購入費になります。

それから、２目施設新設改良費５,８６３万３,０００円。これは、配水管整備事業１,

８６４万３,０００円、機器更新事業３,９９９万円、合わせて５,８６３万３,０００円の

予算となります。前年比４,５４７万２,０００円の増ですが、工事請負費で３,５７０万

６,０００円の増、委託料で９３９万円の増が主な増額の要因であります。９節旅費につ

きましては、機器更新事業に係る札幌の補助申請に係る旅費、それから、需用費１２万

７,０００円は、機器更新にかかわる消耗品。

１３節委託料ですが、９３９万円、調査設計になります。これは、配水管布設がえ工事
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調査設計３８２万円、それから、陸別浄水場配水池に係る機器更新工事調査設計５５７万

円であります。それから、この配水管布設がえ工事調査設計の３８２万円は、町道２路線

でありまして、町道本通り仲通り、町道東１条通り、６００メーターに係る調査設計費と

なります。

それから、１５節工事請負費４,８８５万９,０００円。配水管布設がえ工事１,４８２

万３,０００円。これは、町道東１条通り１８６メートル２本、町道本通り仲通り１１８

メートルの２路線の工事となります。箇所図につきましては、資料ナンバー６３をつけて

おりますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。

それから、機器更新３,４０３万６,０００円。これは、平成２６年度から平成３０年度

までの事業になります。資料ナンバー６４をつけておりますので、後ほどごらんをいただ

きたいと思います。機器更新につきましては、平成２６年度につきましては、浄水場のイ

ンバーター１０台、配水池のテレメーター、流量計、水位計などの内訳となっておりま

す。

３款公債費１項公債費１目元金７,４７６万９,０００円。

利子３,１９８万９,０００円。

合わせて１億６７５万８,０００円の予算を計上しております。

なお、地方債現在高見込み調書は２３ページにありますので、後ほどごらんをいただき

たいと思います。

４款予備費については２００万円、前年と同額を計上しております。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページに行きます。

２、歳入。

１款使用料及び手数料１項使用料１目水道使用料５,１８０万円、２０万円の減額であ

ります。４月１日からの消費税改正に伴いまして消費税分を改正しておりますけれども、

消費税５％の金額が５,０４０万円、つまり、前年度も５％ですから、５,２００万円から

引きますと、１６０万円の減額となりますが、８％に引き上げますので５,１８０万円と

なりまして、１４０万円の増となりますので、その差し引き２０万円減額の５,１８０万

円の収入となります。

それから、２項手数料１目水道手数料７万円は、前年度同額。

２款国庫支出金１項国庫補助金１目簡易水道事業補助金１,３３０万２,０００円。これ

は、機器更新事業に係る３分の１分の補助となります。

３款財産収入１項財産売払収入１目物品売払収入、これは科目存置となります。

次のページ、４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金９,０６７万２,０００

円、７４４万６,０００円の減額となります。建設改良費分で５,５５８万８,０００円、

前年度比１７５万５,０００円の減額、高料金対策分２,１９８万９,０００円で、前年度

比１,０２０万２,０００円の減額、財政対策分で１,３０９万５,０００円、前年度から見

ると、４５１万１,０００円の増となっております。
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５款繰越金、前年度繰越金は平成２５年度と同額の計上。

６款諸収入１項雑入１目雑入２２８万３,０００円。これは、内訳としては、国税の還

付金、平成２５年度分の消費税の還付金が１４５万１,０００円、下水道料金事務負担金

５５万１,０００円。これは、下水道会計からの負担金であります。それから、消火栓の

整備補償費が２８万１,０００円。

それから、７款町債１項町債１目簡易水道事業債４,５２０万円。配水管整備事業１,８

６０万円、それから機器更新事業２,６６０万円、それぞれ過疎債、簡水債の金額となっ

ております。配水管整備事業は、過疎債が９３０万円、同じく簡水債が９３０万円。それ

から、機器更新は、過疎債が１,３３０万円で簡水債が同じく１,３３０万円となっており

ます。

以上で終わりまして、４ページをお開きください。

４ページ、第２表地方債です。

起債の目的、過疎対策事業、配水管整備事業９３０万円、機器更新事業１,３３０万

円、合わせて２,２６０万円。

簡易水道事業、これは３０年償還の据え置き５年、特交措置であります。配水管整備事

業で９３０万円。機器更新事業で１,３３０万円。

合わせて４,５２０万円。

起債の方法は、普通貸借または証券発行。

利率、４％以内。ただし、利率の見直しを行った後においては当該見直し後の利率。

償還の方法は、借入先の融通条件による。ただし、町財政の都合により据置期間の短縮

もしくは繰上償還をすることができる。

以上で議案第２３号の説明を終わりまして、次に、議案第２４号の説明に移ります。

議案第２４号、平成２６年度陸別町の公共下水道事業特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

地方債。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表地方債」による。

一時借入金。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借り入れの最高額

は、５,０００万円と定める。

事項別明細書、歳出の９ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,０９０万８,０００円。１９万９,０００
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円の増ですが、給料、職員手当、人件費は例年どおりの計算、給与費明細書は、１５ペー

ジから１９ページにありますので、後ほど御参照ください。それから、１０ページの旅

費、需用費、役務費、委託料、負担金補助及び交付金、公課費は３４万３,０００円。消

費税分、平成２５年度分であります。負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上と

なっております。それから、負担金補助及び交付金で、下の下水道料金事務負担金５５万

２,０００円。これは、簡易水道事業会計への負担金となります。

２款施設費１項施設管理費１目施設維持費４,３０２万円、４８４万５,０００円の増で

あります。需用費で４８８万１,０００円、光熱水費、電気料の増に伴いまして４２３万

４,０００円、３６万円の増となります。それから、役務費６０万８,０００円は例年どお

りの計上、委託料３,７４３万６,０００円も例年どおりの計上となります。それから、１

２ページの施設移転等、これは、町道改良工事に伴うマンホール、公共升の高さ調整の委

託であります。それから、備品購入費も例年どおりの計上。

３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費５１０万９,０００円、１８５万８,００

０円の減額であります。旅費、需用費、委託料については例年どおりの予算計上でありま

して、特に実施設計３００万円につきましては、平成２７年度から平成３２年度までの浄

化センター機器更新に係る実施設計費、これは、国交省へ提出するために予算を計上して

おります。それから、１５節工事請負費１９４万４,０００円。これは、汚水升設置等附

帯工事でして、３カ所分になります。

４款公債費１項公債費１目元金３,６９８万円。

２目利子１,１３０万７,０００円。

合わせて４,８２８万７,０００円の公債費の予算となります。

地方債の現在高見込み一覧は２０ページにありますので、後ほどごらんください。

５款予備費につきましては１００万円、前年度同額を計上しております。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページ。

２、歳入。

１款分担金及び負担金１項分担金１目下水道事業分担金５０万円、１０万円の増。これ

は、受益者分担金でして、２０戸分です。

２款使用料及び手数料１項使用料１目下水道使用料２,４５０万円で、５０万円の増と

なります。これも、４月１日から消費税が８％に引き上げになりますのが、前年度は５％

で２,４００万円。それで、平成２６年度も５％で計算しますと、２,３９０万円でマイナ

ス１０万円になります。しかし、８％引き上げによる計算によって２,４５０万円まで伸

びますので、その差し引き５０万円の増となります。

それから、２款使用料及び手数料２項手数料１目下水道手数料６万２,０００円は、前

年度同額。

３款国庫支出金１項国庫補助金１目下水道事業補助金１５０万円。これは、特定環境保

全公共下水道事業補助金でして、浄化センター機器更新に係る実施設計費３００万円の２
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分の１になります。

それから、次のページ、４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金７,９８６万

２,０００円で、３５３万６,０００円の減額となっております。内訳としては、建設改良

分で２６７万５,０００円、前年比４２６万２,０００円の減額、財政対策分で７,７１８

万７,０００円で、前年比７２万６,０００円の増となります。

５款繰越金１項繰越金の前年度繰越金については、前年度と同額、５０万円を計上。

６款町債１項町債１目下水道事業債１４０万円、これは、浄化センター機器更新に係る

実施設計費に充当となります。これは、過疎債が７０万円、下水道事業債が７０万円とな

ります。

以上で歳入を終わりまして、４ページをお開きください。

第２表地方債であります。

起債の目的、過疎対策事業、特定環境保全公共下水道事業７０万円。

下水道事業、これは充当率９０％、３０年償還の５年据え置き、５０％算入でありま

す。特定環境保全公共下水道事業７０万円。

合わせて１４０万円。

起債の方法、普通貸借または証券発行。

利率、４％以内。ただし、利率の見直しを行った後においては当該見直し後の利率。

償還の方法、借入先の融通条件による。ただし、町財政の都合により据置期間の短縮も

しくは繰上償還をすることができる。

以上で議案第２４号の説明を終わりまして、次に、議案第２５号の説明に移ります。

議案第２５号、平成２６年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

歳出予算の流用。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

第１号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用。

それでは、事項別明細書、歳出、１１ページをお開きください。

３、歳出です。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１７万円。旅費、需用費、役務費については

例年どおりの計上。

２項賦課徴収費１目賦課徴収費２３万円。これも、需用費、役務費とも例年同様の計

上。
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３項介護認定審査会費１目介護認定審査会費２８９万８,０００円。これは、役務費、

それから１２ページの負担金補助及び交付金までは例年どおりの計上であります。

２目認定調査費７４万９,０００円。委託料、それから使用料及び賃借料、これも例年

どおりの計上であります。

それから、２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費、認知

症グループホーム分でありますが、１億１,７００万円の計上。

２目居宅介護サービス計画給付費６８０万円ですが、今年度は４２件を見ておりまし

て、前年度は３３件ですから、９件増の６８０万円。

それから、３目施設介護サービス給付費、老人福祉施設入所費です、９,５００万円。

これは、しらかば苑の関係ですが、３０人分、昨年度は２４人分でしたから、６名の増。

４目居宅介護福祉用具購入費、６人分、５４万円。前年度は４人分ですから、２名の

増。

それから、５目居宅介護住宅改修費１０８万円。これは、６人分であります。これも前

年度４人分ですから、２人分の増。

それから、２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費７７０万円の計

上。

２目介護予防サービス計画給付費８６万円の計上。１７人分です。前年度は１９人でし

たから、マイナス２名となります。

３目介護予防福祉用具購入費、２人分、１８万円の計上。

４目介護予防住宅改修費３６万円は、２人分の計上であります。

それから、１４ページ、３項その他の諸費１目審査支払手数料１８万円は、前年度と同

額。

４項高額介護サービス等費１目高額介護サービス費５４０万円の計上。４３人分であり

ます。

それから、２目高額介護予防サービス費５万円の計上。

５項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス費６３万円の計

上。２目高額医療合算介護予防サービス費、これは科目存置です。

６項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス費、２７人分、９２０万

円の計上。

それから、２目特例特定入所者介護サービス費、これは科目存置。

３目の特定入所者介護予防サービス費５万円の計上、これは１人分です。

４目特例特定入所者介護予防サービス費、これは科目存置です。

それから、３款地域支援事業費１項介護予防事業費１目一次予防事業費４８万５,００

０円。まず、報償費で９万７,０００円。これは、介護予防教室講師謝礼８回分でありま

す。１１節需用費２５万７,０００円。これは、消耗品１５万９,０００円。これは、予防

啓発用のパンフレットなどの購入。印刷製本費９万８,０００円は、保険料のお知らせな
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どであります。それから、１３節委託料１３万１,０００円は、介護予防事業でありまし

て、ふまねっと運動、社協への委託分。

それから、２目二次予防事業費３４万５,０００円は、需用費、役務費、使用料及び賃

借料は、例年どおりの計上。

３款地域支援事業費２項包括的支援事業費１目介護予防ケアマネジメント事業費１１０

万３,０００円。旅費、需用費、委託料、負担金については例年どおりの計上となりま

す。

２目任意事業費８３万５,０００円。役務費１５万円。これは、陸別町徘徊高齢者等見

守りネットワーク事業でありまして、携帯電話のデモ機の通信料になります。それから、

１７ページ、手数料、成年後見制度利用支援申立費１０万９,０００円。これは、低所得

者の高齢者に係る成年後見制度の申し立てに要する経費を計上しております。１３節、６

８万５,０００円。任意事業でありまして、まず、ＮＰＯに家族介護教室の委託１０万

円、社協に介護用品給付２４万円、給食サービス３３万２,０００円、住宅改修理由書作

成助成など１万３,０００円、合わせて６８万５,０００円となります。

それから、４款基金積立金の介護給付費準備基金積立金２万１,０００円。これは、基

金の利子分になります。

５款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目第１号被保険者保険料還付金１５万円は、

前年度同額。

２目介護給付費負担金等返還金は、科目存置。

６款予備費は、１００万円を前年度同額で計上であります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入。

１款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料。資料ナンバー６５に給付費

財源充当資料がありますので、後ほどごらんをいただきたいと思います。第１号被保険者

保険料、被保数は９６４名で算定をしました。平成２５年度は９４５名ですから、１９名

の増となっております。３,３０４万６,０００円の計上です。現年度分で３,２８９万６,

０００円、滞納繰越分で１５万円。

２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金。これは２０％分、施設利用分は

１５％分、合わせて４,４２５万６,０００円の計上。

それから、２項国庫補助金１目調整交付金。８.５９％分、２,１０４万６,０００円の

計上であります。

それから、２目地域支援事業交付金６５万円の計上。内訳で、介護予防事業、２５％分

で２０万７,０００円、包括的支援事業・任意事業、３９.５％分で４４万３,０００円。

３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金３,５３８万８,０００円の計上。１

２.５％分、施設利用分１７.５％分も含んでおります。

それから、次のページになります。
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２項道補助金１目地域支援事業交付金３２万４,０００円の計上。内訳は、介護予防事

業分１０万３,０００円は１２.５％分、包括的支援事業・任意事業２２万１,０００円は

１９.７５％分。

４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目介護給付費交付金、２９％分、７,１０５

万９,０００円。

それから、２目地域支援事業支援交付金、これも２９％分ですが、２４万円の計上。

合わせて７,１２９万９,０００円の計上であります。

５款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金２万１,０００円。これは、基金利

子であります。

６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金３,６００万６,０００円の計上で、ま

ず、１節の介護給付費繰入金３,０６３万３,０００円。介護給付費分ですけれども、おお

むね１２.５％分。それから、事務費繰入金５０４万１,０００円。３節地域支援事業繰入

金３３万２,０００円。事務費分が３,０００円、介護予防分が１２.５％、１０万３,００

０円です。それから、９ページ、包括的支援事業・任意事業、事務費分が５,０００円、

１９.７５％分、２２万１,０００円の、合わせて２２万６,０００円です。

６款繰入金２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金１,０１６万９,０００円の計

上であります。３月補正後の残が１,８１３万５,２９１円でありましたので、それから

１,０１６万９,０００円を差し引きしますと、７９６万６,２９１円の基金の残額となる

予定になります。

それから、７款繰越金、前年度繰越金は１,０００円を計上。

８款諸収入１項延滞金及び過料１目第１号被保険者延滞金、２目第１号被保険者過料、

これは科目存置。

８款諸収入２項預金利子１目預金利子も科目存置となります。

それから、３項雑入、１目滞納処分費、２目第三者納付金、３目返納金までは科目存

置。

４目雑入８１万３,０００円。これは、介護扶助審査判定業務費であります。これは、

同額が歳出にもあります。国保連から入ってくるものであります。

以上で議案第２５号の説明を終わりまして、次に議案第２６号の説明に移ります。

議案第２６号、平成２６年度陸別町の後期高齢者医療特別会計予算は、次に定めるとこ

ろによる。

歳入歳出予算。

第１条第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳

出予算」による。

それでは、説明資料ナンバー６６をお開きください。

ナンバー６６は、平成２６年度の後期高齢者医療特別会計のフロー図でありまして、ま

ず、左側が一般会計、右側が後期高齢者医療特別会計になっております。
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まず、一般会計において、歳入で保険基盤安定負担金１,０９９万９,０００円が入って

きます。そして、歳出で保険基盤安定繰出金１,４６６万６,０００円の、まず４分の３が

道費分、それから、町費分４分の１分、合わせて１,４６６万６,０００円を後期高齢者の

ほうに繰り出します。あわせて事務費繰出金１６７万円。これは、広域連合事務費の負担

分ですけれども、これも後期高齢者会計のほうに繰り出し。それから、事務費繰出金、予

防接種分、一般事務費分、予備費分、２１６万５,０００円から後期高齢者の歳入、雑入

でありますけれども、その他の収入で５９万円あります。これを差し引いた１５７万５,

０００円を繰り出すと。合わせて１,７９１万１,０００円を後期高齢者会計に繰り出しを

します。その下の療養給付費負担金３,５０５万２,０００円は、一般会計の歳出として広

域連合のほうに納付となります。一般会計からの繰入金を受けまして、後期高齢者医療特

別会計のほうは繰入金の分と、それから保険料２,２０８万５,０００円、保険料還付金１

０万円、還付加算金１,０００円、その他の収入５９万円、合わせて４,０６８万７,００

０円の歳入となります。

歳出は、広域連合への納付金、保険基盤安定分１,４６６万６,０００円と広域連合事務

費負担分１６７万円、それと保険料分２,２０８万５,０００円を広域連合に納付すること

になります。歳入で受け入れる保険料還付金は、歳出の保険料還付金と同額。還付加算金

も歳出同額。それから、一般管理費１８６万５,０００円、予備費３０万円で４,０６８万

７,０００円の予算となります。

それでは、予算書の９ページをお開きください。

３、歳出。

１款総務費１項総務管理費１目一般管理費１８６万５,０００円の計上であります。旅

費、需用費、役務費については例年どおりの計上、委託料１３４万４,０００円は、健康

診断等２１万１,０００円。これは、３５人分を計上しております。それから、インフル

エンザ予防接種１１２万円は、２,８００円の４００人分で１１２万円。それから、負担

金補助及び交付金６万５,０００円は、償還払いでして、インフルエンザの助成２０人分

であります。

それから、２款後期高齢者医療広域連合納付金３,８４２万１,０００円。これは、負担

金補助及び交付金で、そのまま広域連合のほうに負担金として納付することになります。

それから、３款諸支出金１項償還金及び還付加算金１目保険料還付金１０万円。これ

は、歳入と同額になります。

それから、２目還付加算金は科目存置。

予備費は３０万円、前年度同額計上であります。

以上で歳出を終わりまして、歳入、７ページをお開きください。

２、歳入。

１款後期高齢者医療保険料でありますが、１目特別徴収保険料の収入につきましては、

被保数は５７４人で算定をしております。平成２５年度が５８０人ですから、６人減の５
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７４人で保険料を算出しております。

１目特別徴収保険料は１,１７０万５,０００円で、割合で５３％。

２目普通徴収保険料１,０３８万円は、４７％の割合。

合わせて２,２０８万５,０００円の予算計上であります。

２款使用料及び手数料１項手数料１目証明手数料は、科目存置。

３款繰入金１項他会計繰入金１目事務費繰入金３２４万５,０００円は、１７万１,００

０円の減となります。

それから、２目保険基盤安定繰入金１,４６６万６,０００円。

これは、道費分の４分の３、１,０９９万９,０００円。町分４分の１、３６６万７,０

００円の内訳となります。

それから、繰越金については１,０００円を計上しております。

それから、８ページになります。

５款諸収入１項延滞金及び過料１目延滞金、これは科目存置となります。

５款諸収入２項償還金及び還付加算金１目還付加算金、これは科目存置となります。

２目保険料還付金、これは広域連合から入ってくるのですが、３月補正予算でも御説明

を申し上げましたけれども、平成２５年度までは普通徴収保険料のほうで受けていました

けれども、平成２６年度からは科目を分けて、保険料還付金として歳出と同額の１０万円

を計上する形をとっております。

それから、３項雑入１目雑入ですが、２４万９,０００円。これは、健診の負担金、３

５人分１万７,５００円、それから、健診に係る広域連合助成金２３万２,４５０円であり

ます。

それから、６款広域連合支出金でありますが、円滑運営臨時特例交付金が８万８,００

０円、すこやか推進事業補助金が２５万円であります。

以上で、雑駁な説明で恐縮ですけれども、議案第２０号から議案第２６号までの説明を

終わらせていただきます。

以後、御質問によってお答えをしていきたいと思っておりますので、御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。

以上です。

○議長（宮川 寛君） 副町長には、大変お疲れさまでございました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） お諮りをいたします。

本日の会議は、これで延会したいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（宮川 寛君） 異議なしと認めます。
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───────────────────────────────────

◎延会宣告

────────────────────────────────────

○議長（宮川 寛君） これにて、延会をいたします。

延会 午後 ３時３１分


